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本市の南東部に位置する富沢地区は、以前は肥沃な田園地帯でしたが、昭和50年代の土地区

画整理事業を契機 として、年を追うごとに開発が進み、地下鉄の開業と共にさらに都市化が進

行 しているところです。

富沢遺跡は、このような開発に伴 う事前調査において水田跡が発見されたことがきっかけと

なり、「富沢水田遺跡」 として登録され、その後「富沢遺跡」 と改称されました。その範囲は、

太白区富沢・泉崎・袋東 。長町南等に広がる総面積約90筋 にも及ぶ市内でも最大級の遺跡で、

名取川と広瀬川に挟まれた沖積平野に立地 しています。

当遺跡では、昨年度までに100次 をこえる調査が実施 され、弥生時代から近世までの水田跡

が重層的に検出されています。また、弥生時代の水田跡の下層からは縄文時代の遺構や遺物が

確認され、さらにその下層からは約 2万年前の最終氷河期の人類の生活の様子や自然環境その

ものが生々しい状態で発見されています。

仙台市では、富沢遺跡から発掘されたこの旧石器時代の遺跡面を現地で保存 し公開するため

の施設として、平成 8年 11月 「地底の森 ミュージアムー富沢遺跡保存館―」を開館いたしまし

た。ここでは旧石器時代を中心として、発見された資料などから当時の環境 と人類の活動を生

き生きとよみがえらせる展示を行っております。

先人たちの残 した文化遺産を保護 し、これを後世に残 し伝えていくことは私達に課せ られた

責務 と考えています。今回の調査成果が、こうした意味で研究者のみならず、市民の皆様 に広

く活用され、文化財に対するご理解の一助になれば幸いに存 じます。

最後になりましたが、調査報告書刊行にいたるまでご協力・ご助言頂きました多 くの方々に

対 しまして深 く感謝申し上げます。

平成10年 3月

仙台市教育委員会

教 育 長 堀 籠 克 彦



例   言

1.本報告書は、民間の受託事業に係る富沢遺跡第102・ 103・ 106次調査の調査報告書である。

2.本書の作成・編集は、工藤信一郎が主に行ない、各調査担当者と随時協議 しながら行なった。

3.本文の執筆担当は以下のとおりである。

第 1章 :工藤信一郎

第 2章第 1節 :工藤哲司

第 2節 :吉岡恭平

第 3節 :工藤信一郎

4。 自然科学分析に関しては、lkl古環境研究所にお願いした。

5.発掘調査、本書の作成に関して、下記の方々のご指導・ご助言を賜った。記して感謝の意を表す次第である

(敬称略)。

大田昭夫 斎野裕彦

6。 本発掘調査に関わる資料は、仙台市教育委員会が朱管している。

凡   例

1,本書で使用した土色は、「新版標準土色帖」 1/Jヽ 山・竹原 :1976)に準列している。

2,本文 。図中で使用した方位は、全て真北で統一している。

3.図中の座標値は、平面直角座標Xに よる。

4.標高値は、海抜高 (T,P)を示している。

5,遺構名の略号として以下のものを使用 している。

SB:掘立柱建物跡 SD:溝 跡 SK:土 坑跡 SX:性 格不明遺構 Pi柱 穴・ピット

6.遺物の登録には以下の略号を使用している。

A:縄文土器 B:弥生土器 C:土 師器 (ロ クロ不使用) D:土 師器 (ロ クロ使用) E:須 恵器

I:陶器 J:磁器 K:石製品 L:木 製品 N:金 属製品

7.土師器実測図内面のスクリーントーンは、黒色処理を表している。

8.遺物観察表中の法量 ( )の数値は、図上復元値を表している。

9,本文中の「擬似畦畔B」 は、水田畦畔直下層 (自 然堆積層)上面に認められる畦畔状の高まりを示している

(斎野 :1987)。

10。 本文中の「灰白色火山灰」 (庄子・山田 :1980)は 、現在十和田a火山灰To― a同定されており、降下年代

は915年初夏とされている (町田他 :1981・ 1996)。
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第 1章 富沢遺跡のあらまし

第 1章 富沢遺跡のあらまし

富沢遺跡は仙台市の南東部に位置し、仙台市太白区長町南・富沢・泉崎に所在する。遺跡は名取川と広瀬川に挟

まれた沖積地 (郡山低地)の西側にあり、北西を丘陵、他を自然堤防で囲まれた後背湿地を中心に立地している。

遺跡の総面積は約90斯 にも及ぶ。現在は土地区画整理事業により盛上がなされており、大部分は住宅地となってい

る。20年程前までは一帯は水田として利用されてきた。盛土以前の旧地形は北西から南東方向に緩やかに傾斜 して

下がつており、その標高は 9～ 16mで ある。

昭和57年 に山口遺跡において仙台市では初めての水田跡が検出されたが、その後、隣接する富沢地区においても

高速鉄道に関わる試掘および本調査で、水田跡の存在が確認された。このため昭和58年 に水田跡の存在が予測され

る後背湿地を地形的特徴とする一帯は「富沢水田遺跡」として登録された。その後、遺跡は居住域などの発見によ

つて昭和62年 には「富沢遺跡」と改称され、平成 2年には北東部において遺跡範囲の拡大が行なわれている。また、

それまで集落跡との性格づけがなされてきた泉崎浦遺跡においても水田跡が検出されたことで、平成 3年 にはその

範囲をも富沢遺跡に包括 して扱うことにした。

富沢遺跡では昨年度までに100次 をこえる調査が実施されてきた。そしてこれまで多くの地点において上層から

は弥生時代から近世までの各時代の水田跡が重層的に検出されている。また、弥生時代の水田跡のさらに下層にお

いても、数地点において縄文時代の遺構や遺物が発見されている。

昭和63年 に行なわれた第30次調査において、縄文時代の遺構面のさらに下層から、富沢遺跡では初めて後期旧石

器時代の遺構・遺物が発見された。ここからはまた、樹木や植物化石、動物のフン、昆虫化石なども多数検出され

ており、人類の生活跡とそれをとりまく森林などの自然環境が共に発見されたことで、国内外の注目を集めている。

その後の調査でも、この30次調査区周辺の数地点において旧石器時代の樹木群が検出されており、こうした森林跡

が富沢遺跡の北部を中心に広範に広がることがわかってきている。

今年度は第102～ 109次調査が行なわれ、その調査成果については下表のとおりである。そのうち第104次調査は

平成lo年度も継続調査となっている。

なお、富沢遺跡と山口遺跡の地形・地質および歴史的環境に関しては、富沢遺跡第15次調査報告書 (斎野他 :

1987)、 富沢遺跡第30次調査報告書 (太田他 :1991)に詳しい記載があるので、それらを参照されたい。

【平成9年度富沢遺跡調査要頂】

次  数 所 在 地 調査期間 調査面積 立  地 位 置 基準座標 現 況 現標高 旧標高 協 力 者 調査 員

富沢第102次
泉崎 1丁目

1-3
平成 9.4.9

～ 6.11
95ド 後背湿地 中央部

X=-197517
Y=+3523

宅  地 13,7m 12411a
庄子とよ

い間組東北支店

工藤哲司

根本光一

富沢第103次
富沢 2丁 目

208-1
平成 9.4.22

～ 6.17
170nF

微高地

縁辺
南西部

X=-197.841

Y=+2939
宅  地 1571n 147m 棚問紅東北支店

吉岡恭平

我妻 仁

富沢第104次 長町 7丁 目20
平成 9.7.7

～10. 1.20
3,300nf 後背湿地 封ヒ  吉Б

場

地

工

跡
仙台市長

工藤哲司

吉岡恭平

富沢第105次
ネ

長町南4丁 目18
平成 9.5.19

-ヽ5.20 40n『 後背湿地 中央部 宅  地 112m 104m 沼田修一
篠原信彦

根本光一

富沢第106次
泉崎 1丁 目

32-7
平成 9.6.2

～8 1
130r 後背湿地 南西部

X=-197982
Y=+3187

駐車場 136m 125m
庄子武夫

い問紅東北支店

工藤信一郎

我妻 仁

富沢第107次 * 長町南 土丁目

10-5
平成 9.9 9

～9 11
54コF 後背湿地 東 部 宅  地 10.9m 90m 高橋正一

篠原信彦

根本光一

富沢第108次率 長町 7丁 目

21--23

平成 9.10.6

～10.7
54コイ 後背湿地 東 部 宅  地 109m 99m 木村孝文

篠原信彦

根本光一

富沢第109次
* 長町南 3丁 目

地内

平成 912.15
^-12.17

18ド 後背湿地 中央部 道 路 102m 91m 仙台市長
篠原信彦

根本光一

*仙台市文化財調査報告書第232集に掲載
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遺 跡 名 立 地 時 代 llo 遺 跡 名 地 時 代

ニツ沢遺跡 丘陵 縄 文 元袋遺跡 自然li防 奈良～平安

青山二丁 目 丘陵 奈賞～平安 大野田 自然据防 縄文 (後期) 弥生

萩ケ丘 B 丘陵 縄文 北屋敷 自然堤防 奈良～平安

ニツ沢横穴辞 丘陵斜面 古 墳 王ノ壇古墳 自然堤防 古墳

茂ケ崎城跡 丘陵 南北朝～室 mj 王ノ壇 自然堤防 縄文 (後期) 弥生 古墳 奈良 中世 近世

兜塚古墳 自然堤防 古墳 長町清水 自然堤防 古墳 ?

鹿野屋敦 段 丘 古増 ? 奈良～平安 Ell屋敷 自然堤防 縄文 奈良～平安 中世

鹿野―丁 目 段 丘 縄文 弥生 ? 奈良～平安 長町六丁目 自然尭防 奈良～平安

芦ノロ 丘 陵 癌文 (早期末～前期初) 弥生 平安 長町南 自然堤防 奈賞～平安

三神楽 段 丘 縄文 (前期 中期) 平安 新 日 自然堤防 奈良～平安

土手内横穴群 丘陵斜面 古墳 西台畑 自然堤防 縄文 (後期) 休生 古墳

土手内 丘 陵 縄文 奈良～平安 郡山 自然堤防 後背湿地 弥生 古墳 奈良

土手内窯跡 丘陵斜面 奈良～平安 ? 】ヒロ城跡 自然堤防 室町 江戸

砂押屋敷 段 丘 奈良～平安 矢来 自然堤防 後背湿地 古墳 奈良～平安

富沢窯跡 段 丘 古墳 奈良～平安 的場 自然堤防 奈良～平安

三神峯古墳群 段 丘 古墳 籠ノ瀬遺跡 自然堤防 古墳 奈良～平安

金山窯跡 段 丘 古墳 欠の上 1 自然堤防 後背湿地 古墳 奈良～平安 中世

金洗沢古墳 段丘 古 墳 欠の上 Ⅱ 自然堤防 古墳 奈良～平安

裏町東 険 丘 平 安 欠の上 Ⅱ 自然堤防 古墳 奈良～平安

裏町古墳 段 丘 古墳 着林城跡 自然堤防 古墳 平安 戦国～江戸

原東 段丘 古墳 奈良～平安 遠見塚古墳 自然堤防 古墳

原遺跡 段 丘 菰生 古墳～平安 南小泉 自然堤防 後背湿地 弥上 吉墳 奈良 平安  中世 近世

西台窯跡 段 丘 奈良～平安 ? 砂押 I 自然堤防 古墳 奈良～平安

上 野 段 丘 縄文 (中期)奈 良 平安 砂押 コ 自然堤防 古墳 奈賞～平安

富沢上ノ台 段 丘 縄文 平安 中柵西 自然堤防 弥生 古墳 奈負～平安

堀 ノ内 自然堤防 古墳 奈良～平安 神柵 自然堤防 縄文 弥生 古墳 奈ミ～平安

鍛冶屋敷A 自然堤防 縄文 奈良～平安 沖野城跡 自然堤防 後背湿地 中世

鍛冶屋敷B 自然提防 縄文 奈良～平安 河原越 自然堤防 古墳 奈良～平安

商 ノ東 自然堤防 後背湿地 弥生 平安 日辺館跡 自然堤防 室 町

六本松 自然堤防 奈良～平安 日辺 自然堤防 古墳

富沢南西 自然堤防 奈貞～平安 夫塚山古墳 自然堤防 古墳

富沢館跡 自然提防 後背湿地 戦目時代 上古川 自然堤防 近世以降

富沢清水 自然堤防 奈良～平安 柳生台畑 自然堤防 奈史～平安

富沢遺麟 後背湿地 自然堤防 奈良～平安 中世

泉崎浦 自然堤防 後背湿地 縄文 (後期) 弥生 古墳 平安 来馬 自然堤防 奈良～平安

教塚古墳 後背湿地 古墳 簾台上 自然堤防 奈良～平安

自然堤防 後背湿地 縄文(早期 後期 晩期)弥生 古墳 奈良 平安 中世 熊野新宮社宿坊跡 沖積錘 中世

下ノ内 自然堤防 縄文 弥生 古墳 奈良 平安 砂押古墳 段 丘 古墳

伊古田 自然堤防 縄文 (後期) 古墳 奈良 平安 二塚古墳 後背湿地 古墳

五反田石棺墓 自然堤防 古墳 一塚古墳 後背湿地 古墳

五反田古墳 自然堤防 古墳 金岡八幡古増 後背湿地 古墳

大野田古墳群 自然堤防 古墳 春日社古墳 自然堤防 古墳

六反田 自然堤防 縄文(中期 後期 晩期)弥生 古墳 奈良 平安 江戸 鹿落土手(杉土手) 丘陵 段丘 江戸

袋 束 自然堤防 古墳 平安

第 1図 周辺の遺跡及び地名表(昇蒜普翼将驚'科躍〕胡戸部」
)



第 1章 富沢遺跡のあらまし
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第 2章 調査結果

第 2章 調査結果

第 1節 富沢遺跡第102次調査

1 調査に至る経緯

本調査は、平成 7年 11月 14日 付けで当該地の地権者庄子とよ氏より、鉄筋コンクリート造り6階建ての共同住宅

建設に伴う発掘届けが提出されたことに起因する。地権者及び工事施工責任者のい間組東北支店との協議により、

平成 9年 4月 から約 2か月間の予定で調査に着手した。

2 調査の方法

調査地点は、富沢遺跡の中央部のやや北西寄りに位置する。付近は区画整理以前は、西から東方向に緩やかに傾

斜する後背湿地で、主に水田として土地利用されていた。調査地点の西側と南狽上にはこの時期の主要水路が流れて

いたことが旧地形図 (第 4図)に よって明らかになっている。

本調査に係わる調査対象面積は356♂ であるが、調査面積はつF土場と安全面を考慮 し、現地表で東西13.5m・ 南

北13.5mの 175ぽの盛土を除去し、その内側の東西10.Om。 南北9.5m、 面積95♂ を実際に調査した。遺構の測量は、

調査区に設定した任意の杭 1・ 2を 基準とし、後にこの仮の基準杭から平面直角座標系Xの座標値の明らかな杭

A・ Bを計測して調査区・遺構全体の位置を確定した。なお、抗Aの座標値はX=-197.517km・ Y=+3.523km、

杭Bの座標値はX=-197.532km・ Y=+3.523kmで 、南北方向は同一基準線上に位置する。

測量は、水田跡平面図は 1/50平板測量、個別遺構は 1/20実測、断面図は 1/20実測とした。

写真記録は35mnカ メラでモノクロームとカラースライドの撮影を随時行った。

3 基本層序

第102次調査地点において一定程度面的な広がりの確認できる基本層は、大別17層 。細別30層 に分けられる。 1

壇
至
卜
ａ

ｌ
＝
ｘ

Y=+35k皿

第3図 現地形と調査区位置図 (1/2500) 第4図 旧地形の調査区位置図 (1/5000)



第1節 富沢遺跡第102次調査

▲ 断面実韻1基準点

0              5m

10層 上面

13c層 中

15層上面 ‖ 16層
上 面

17層 中

1000m

13c

― 一

―
16

O             Im

第6図 基本土層断面図 (東壁中央部 )

X=-197532m

調査状況平面図

91111m

第5図

第 1表 土層註記表

盛土層上面 (H=約 137m)

番号 土 色 上   質 堆積状況 層  厚 備 考

10YR2/1  黒  褐  色 粘 土 質 シ ル ト 旧水田 10～ 16 10YR4/3に ぶい黄掲色土をブロック状に含む。下部に酸化鉄集積。

10YR4/2 灰 黄 掲 色 シ   ,レ    ト 水 田 6 粘性弱い。

10YR守 1  褐  灰  色 粘 土 質 シ ル ト 水 田 粘性あ り

10YR5/4  にぶい黄褐色 砂 自然 2^ヤ 8 OYR6/4に ぶい黄橙色土が レンズ状に堆積する。

75YR3/1  黒  褐  色 粘 上 質 シ ル ト 水 田 12 粘性強い。

10YR2/1  黒    色 粘 土 質 ン ル ト 水田 8 粘性あ り。「灰白色火山灰」を少量ブロツク状に合む。

10YR1 7/1 黒 色 粘 土 質 シ ル ト 自然 3 粘性あ り。大部分は3a層 による削平を受ける。

4 10YR7/2  にぶい賣橙色 火  山  灰 吠
（

3 わヽゆる「灰自色火山灰」。西壁際にのみ残存。

10YR3/1  黒  褐  色 砂 質 粘 土 水 田 15～ 必Э 粘性あ り。土層底面の凹凸が著 しい。

10YR1 7/1 黒     色 砂 質 シ ル ト 自然 2～ 7 粘性あり

10YR3/1  黒  掲  色 砂 質 ン ル ト 自然 ? 4^-12 粘性弱▼

6 10YR6/4  にぶい黄褐色 砂 自然 同系統色の粘土ない しシル ト層 を部分的に含む。

7 10YR5/1  褐  灰  色 粘 土 自然 ? 粘性強い。南壁際の上部に土層の乱れあ り。黒色上の淳層を縞状 に含む。

8 10YR2/1  黒    色 粘 土 水 田 10 粘性強い。畦畔検出。植物遺体を含む。

9 5YR4/2  灰 オ リーブ色 砂  粘 土 自然 15^-30 中間に砂層 を挟む。粘土層中には黒色粘上の薄層 を縞状に含む。

10YR2/1  黒    色 粘 土 自然 ? 粘性強い。未分解の植物遺体を多 く含む。

11 5Y4/1   灰  褐  色 粘 土 自然 黒色の植物遺体 を合む。 5 ola程度の粘土層 を稲状に含む。

5Y2/1   黒 色 泥 炭 質 粘 土 殊
【

8～ 15 粘性強い。

10YR5/2 灰 黄 褐 色 粘 上 自然 10～ 15 粘性あ り。植物遺体を少量含む。 12a層 からi斬移的に変化。

25CY6/1  オ リーブ灰色 シ ル ト質 粘 土 自然 10～ 25 直径 1帥前後の風化 した礫を多量に合む。

75CY6/1  緑  灰  色 粘 土 自然 10^-50 粘性あ り。砂 礫はほとんど含まれない。

7 5GY6れ   緑  灰  色 砂  粘 土 自然 10～ 60 同色の粘土層を縞状に含む。招曲が認められる。

7 5GY5Д   緑  灰  色 粘 上 自然 5～ 18 ンマ リが非常に強い。 13e層 に沿って分布する。

7 5GY5/1  緑  灰  色 砂 と粘上の互層 自然 6～ 40 直径 2 cm前 後の礫 を合む。

75CY5/1  緑  灰  色 粘 土 妹
〔

5～ 10 シマリが非常に強 く竪セ

10YR3/1  黒  褐  色 粘 土 自然 3～ 20 植物遺体 を含む。上面に地割れの痕跡あ り。上面か ら石器出土。

14b 5GY6/1   オリープ褐色 粘 土 自然 10-45 植物遺体をわずかに含む。

5GY6/1   オリーブ掲色 砂 質 粘 土 自然 tO-35 7 5CY4/1暗 緑灰色粘土を斑状に含む。シマ リ強い。

75CY6/1  緑 灰 色 砂 自然 15～ 30 細砂 とシル ト質粘土層が薄い互層状に堆積。

17 75GY6/1  緑  灰  色 粗 砂 自然 40cm以 上 シル ト質粘土の薄層 を縞状に含む。

イ 12b層 と13a層  13b層 の混合層。



第 2章 調査結果

層は区画整理事業に伴う盛土以前の水田耕作上である。 2a層 は灰褐色系の水田耕作土層であるが、2a層が厚 く

堆積している調査区の東半部では、上部の灰責褐色シルト層 (2al層 )と 下部の褐灰色粘土質シルト層 (2a2

層)に分けられる。 2b層 はにぶい黄掲色の砂の自然堆積層で、調査区の中央を南北に縦断するように帯状に分布

する。北壁断面図 (第 9図 )に認められるように、2b層 の分布範囲を境にその西側の 3層水田耕作土上面のレベ

ルが高いことから、この部分に南北に通る水田面の段差が存在した可能性がある。したがって、2b層 はこの段差

を沿うように堆積 し、後世の2a層水田形成後も、段差の影響によってこの部分に残存 したものと推定される。 3

a層 は黒色系粘土質シルト層からなる水田耕作土層である。上部 (3al層 )は良くこなれて均一となり黒褐色を

呈する。下部 (3a2層 )は黒色を呈し、4層 を起源とする灰白色火山灰や3b層起源の黒色土のブロックを含む。

3a2層は3a層水田耕作土層の下部を構成するものと考えられる。3b層 は自然堆積層と観察される黒色の粘土

質シル ト層である。 3a層水田の母材となりほとんど残つていないが、西壁際に部分的に分布する。 4層 は所謂

「灰白色火山灰」と呼ばれている10世紀前半に降下した火山灰層 (注 1)である。大部分は3a層以降の水田耕作

によって削平されているが、3b層 の残存する西壁際に降下当時の状況のまま僅かに残存 している。

基準点

基準点

13c

で
＼

麺 テ
ミ

=半

~~~｀
L____ど二_________―――――一―――

14層 に含まれる腐植土

2m

第フ図 西壁断面図



第1節 富沢遺跡第102次調査

5a層 は黒褐色を呈する砂質粘土の水田耕作土層で、耕作により底面の起伏が著 しい。層厚は全体的に厚 く15～

20cmであるが、耕作深度の深い部分の層厚は40cmも あ り、底面は 8層 に達 している。層の上部は良くこなれている

が、下部に移行するにしたがつて 6,7層起源の褐色系の土壌のブロックが多 く含まれる。 5b層 ・ 5c層は黒色

系の自然堆積層で調査区の南東角付近に分布する。他の部分については、 5a層水田の母材 として耕起 されたこと

により残存 していないと推定される。

6層 はにぶい黄掲色の砂の自然堆積層で、南西側は25cm前 後の厚 さで堆積するが、北東に移行するにしたがつて

薄くなる。周辺の調査地区では第62次調査区の 5層、第63次調査区の 7a～ 7b層 に対応すると考えられる。 7層

は褐灰色の粘土層で、黒色上の薄層を縞状に含むことから自然堆積層 と考えられるが、南壁際で土層に乱れの認め

られる部分があ り、一部人為的な作用を受けている可能性 もある。周辺の調査地区では第62次調査区の 6a・ 6b

―

―
― ―

―
 ́ ~~~｀ ――-  13c ~

2m

第8図 南壁断面図



第 2章 調査結果

層、第63次調査区の 7c層 に対応すると考えられる。

8層 は植物遺体を含む黒色粘土からなる水田耕作土層である。層厚は10cm前 後で、層の底面は 5層 ほどではない

が凹凸が著しい。第63次調査区の 8層 に対応すると考えられる。

9,10・ H。 12a。 12b層 は灰色系と黒色系の土壊が交互に堆積する自然堆積層である。層中に未分解の植物遺

体を含み、全体的にほぼ水平に堆積している。

13層 は13a層から13f層 の 6層 に細分された。植物遺体は含まれなくなり、グライ化が進んでいる。13a層 は比

較的水平に堆積しているが、13b層以下の土層は層厚が不均―で招曲状の湾曲や凹凸が認められる。

14層 は上面が緩やかな起伏に富んだ粘土層である。上部の黒褐色を呈する14a層 は、黒泥化した植物遺体を多く

含む。14a層上面とその断面には、地面の乾燥による地割れの痕跡が観察される。上面から石器が 1点出土 してい

る。14b層 はオリーブ褐色の粘土層で、この層からも僅かに植物遺体が出土するが、縦に細くのびることから、層

中に堆積したものというよりも14a層 に曲来する植物の根株の混入と解釈される。

0                            2m

占
【

準
▼

基

第9図 北壁断面図
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15層 はオリーブ褐色

の砂質粘土層で、層中     杭1

より火山灰 (AT)の

小ブロックが検出され

た。16層 は緑灰色の砂

層、17層 は緑灰色の粗

砂層で、下層に移行す

るにしたがつて順次粒

子が荒 くなる。17層 は

50cm以上の層厚がある

ことが確認 されたが、

同層からは著 しい湧水

があり、以下の土層の

調査を断念 した。

X1975+
Y=+3522m

］＋X=-197530m

o                            5m

第¶0図 2層水田跡擬似畦畔実測図 (3a層上面)

4 検出遺構と出土遺物

(1)2a層
2a層水田跡 (第 10図 )

く遺構状況>2a層水田跡の水田面上部は、近年までの水田 (1層 )の耕作による削平を受けて畦畔等は残存して

いないが、残存する3a層上面の北西隅で2a層水田跡の擬似畦畔Bが』形に検出された。この擬似畦畔Bは 3層

の盛り上がりとして検出された。 3層 も水田跡であることから3層水田跡の畦畔で、2a層水田跡にも継続された

可能性も完全には否定できないが、それを裏付ける土層断面等の状況証拠はない。

東西畦畔は約 3m検出され、基底部の幅が80～ 105cmを 測る。南北畦畔は約2.5m検 出され、基底部の幅は73～

105cmを 測る。両畦畔の接続部から畦畔は南東方向にのびる。南北畦畔の西側にはこれと平行するように南北方向

にのびる段差が検出され、東側が低くなっている。落差は北側で 8 cm、 南側で 4 cm程である。2a層水田では南北

畦畔付近を境にして東側が 1段低い区画となっていたものと推定される。水田区画の大きさは不明である。

耕作土は、全体的に良くこなれて均―であるが、残 りの良い東恨1では若子の土性の違いによつて灰黄褐色シルト

の2al層 と褐灰色粘土質シルトの2a2層の上下に分層可能であるが、層の境は必ずしも明瞭ではなく漸移的で

ある。層厚は上部が 4～ 6 cm、 下部が 6～ 9 cm、 合わせて12～ 14cm程度である。

<出土遺物>2層からの遺物は、楔状の鉄製品 (第 H図 1)、 16世紀後半の瀬戸美濃産と考えられる灰釉陶器の皿

片 (第H図 2)、 17世紀前半から中頃の福島県岸窯系と考えられる無釉陶器の悟鉢片 (第 11図 3)、 中国染付磁器片

姿 パイル

1215m
(5 cmコ ンタ)
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(写真17-4)のほか土師器片 2点が出土 している。

(2)3a層

3a層水田跡

<遺構状況>3a層 水田跡は水田面の上部を2層水田によって削平を受けているため、畦畔は検出されなかった。

また畦畔痕跡 も検出できなかった。層厚は10～ 25cmで 、西側が薄 く東側が厚い。耕作土の底面は凹凸が著 しく、西

第 2表 出土遺物集計表 ※ ( )内は登録番号

季

0                   5 cnt

0                                          1ocm

I

層  位 土 師 器 須 恵 器 無 牙由陶 器 力色罪由W可号子 磁  器 石   器 鉄 製 品 合  計

2  月曇 2
1

(1-1)

■

(I-3)
l

(」 -1)
1

(N-1)
6

3 '詈 l 1
l

(I-2)
3

5a層 5 5

6 '詈 0

7b層 2 2

8  層 6 6

9～ 13層 0

14層上 面
1

(K-1)
l

合  計 16 l 2 ユ l 1 1 23

ｌ
⑭

NQ 登録番号 出土層 種 別 器 種 部 位 器高 長 日径 幅 底径 厚 特 徴 写真番号

l N-1 2層 _と面 鉄製品 不 明 完形 180 平面形は楔状を呈すが厚 さはほほ均 一 17-5

2 I-3 2al層 中 施釉陶器 皿 1/5片 67 灰釉であるが日縁～腰部は自濁    瀬戸美濃 16c後半 17-3

3 I-1 2層 中 無釉陶器 橋鉢 体部下端 67 外面ロクロ 内面筋目 (8条4 8cm)  岸窯系  17c前 半～中頃 17-1

4 I-2 3a2層 中 無釉陶器 甕 ? 体苫[ 外面ナデ 内面ナデ         常 滑  中世 17-2

5 K― J 14層 上部 石  器 剥片 両側辺に微細景1離が観察される 17-6

第 11図 出土遺物実沢」図
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から東方向に下がりながら傾斜する。耕作土はこなれ具合に差があり、上部は良くこなれた黒褐色の粘土質シルト

で、下部は、まだ3b層 の黒色粘土質シルト層や 4層 の灰白色火山灰層がブロック状に含まれる状態のこなれの良

くない黒色の粘土質シルトである。

<出土遺物>3a層からは、常滑産と考えられる中世陶器の甕片 (第 11図 4)のほか土師器と須恵器の破片が各 1

点出土している。

(3)5a層
5a層水田跡

<遺構状況>5a層水田跡は、その上部に4層 (灰白色火山灰層)と 3b層 の自然堆積層により覆われるが、両層

と5a層上部が3a層水田による削平を受けているために畦畔は残存していない。また畦畔痕跡も検出されなかっ

た。層厚は15cm前後であるが、底面の凹凸が著しく、深いところでは現状の土層上面からの深さが35cm前後に達す

る部分もある。底面の標高は、北壁際の西都で11.90m前後、東部で11.70m前 後となっており、全体として西から

東に向かって下がりながら傾斜している。

耕作土は黒掲色の砂質粘上であるが、下部は十分にこなれておらず、下層に起因する黒色土や褐色の砂をブロッ

ク状に含んでいる。

<出土遺物>5a層からは、図示できる遺物は出土していないが、土師器と考えられる土器の小片が 5点出土して

いる。これらの破片は、摩減が著しく調整痕跡の観察できるものはない。

(4)7層検出遺情

調査区中央東寄りの 7層上面で杭が 1本単独で検出された (第 10図 ・写真 8)。 杭の先端は9層 に達している。

全長約21cm、 直径約 4 cmの 心持ちの九杭で、先端には多方向から各 1段づつの加工が認められる。

(5)8層

8層水田跡 (第 12図 )

8層水田跡は、自然堆積層と観察される7層及び6層 によつて覆われているため、比較的良好な状態で水田面が

検出された。下層にも水田土壌はなく、 8層水田時に開発され、その後 7層 の堆積とともに放棄されている。畦畔

痕跡 (擬似畦畔B)で検出された区画を含め、10区画の水田跡が検出されたが、一区画の大きさがわかるものは 2

区画ほどである。また、南側の畦畔上で畦畔を切る遺構 (SX-1)が 検出されている。

<畦 畔>畦畔は耕作土と同じ土壌を盛 り上げて作っている。畦畔の方向は、座標基準線に対 して畦 1で N―

50° 一E、 畦 6で N-43° 一Wである。他の畦もこれとほぼ直交または平行する方向に一致している。畦畔の幅は、

畦の下端で48～ 101cmま であるが、平均的には60～ 70cmで ある。調査範囲内では、北東から南西方向の畦と北西か

ら南東方向の畦に広狭の差は認められない。耕作土上面からの畦畔の高さは1～ 2.5cm程度である。

畦畔は、北東から南西方向の畦 (畦 1・ 2)は畦の交点でも直線的にのびるが、北西から南東方向の畦は、畦

3-畦 4や畦 5-畦 6の ようにずれている場合がある。ただし、畦3-畦 4は、畦畔痕跡 (擬似畦畔B)でみると

直線的にのびて北東から南西方向の畦と直交している。

<水田区画>畦畔及び畦畔痕跡によつて明確に区画面積と形状がわかるものは区画④だけである。区画④は北東か

ら南西方向の長軸5.4m、 短軸3.lmの長方形の水田区画で、面積は約16.7♂ を測る。全体は分からないが、区画⑦

は台形ないし方形を呈する区画で、北東から南西方向の軸長約2.8m、 北西から南東方向の軸長3.6m、 推定面積は

lo♂である。他の区画についても、区画④・区画⑦と同程度の大きさと推定され、全体として10～ 20ポ程度の比較
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第 12図  8層水田跡実測図

的小規模な区画が連続しているものと考えられる。

<耕作土>8層水田の耕作土は、黒色の粘土で未分解の植物遺体を含んでいる。層厚は10cm前後で、層の下面は凹

凸が者しい。層下部には、耕作によって巻き上げられた 9層起源の褐色の砂及び粘土が、ブロック状に混入してい

る。下面に酸化鉄の集積は認められない。

<水田面の傾斜>水田面の標高は中央部で11.60mで ある。北西側はこれ

よりやや高 く、南東側はやや低いが、いずれも調査区内では 5 cm以内の

差となっており、比較的平坦である。この傾向は耕作上の底面でも同様

で、ほぼ平坦である。水回は検出されず、どのように導水 したかは不明

である。

<出土遺物>8層 中からは図示できる遺物は出土していないが、土師器

と考えられる土器の小片が 6点出土している。いずれも秦または壷の破

片と考えられるもので、この内調整痕跡の観察できる5点は、外面はナ

デまたはヘラナデ調整、内面はヘラナデ調整されているものである。ロ

クロによる調整痕跡の観察できるものはない。

SX-1遺 構 (第 13図 )

畦畔2と 畦畔 6の交点で検出された。畦畔を切っている。北東から南

西方向の軸長をもつ不整形の落ち込みで、長軸142cm・ 短軸80cm・ 深さ14

」_>

層 NQ 土  色 土 質 そ  の  他

〕 10YR5/2灰黄色 粘土
黒褐色と にがい黄橙色上のフ

第13図  8層検出遺構実沢」図
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cmを測る。堆積土は灰責褐色の粘土で 8層起源の黒褐色土をブロック状に含んでいる。堆積土の主体が基本層の 7

層を主体 とすることから、 7層堆積以降に掘 られた遺構 と判断され、 8層 の水田跡 とは直接関係 しないものと考え

られる。遺物は出土 していない。

9層以下13層 までを手掘 りによつて掘 り下げたが、遺構・遺物は発見されなかつた。

(6)14a層の状況と出土遺物

14層 は黒褐色からオリーブ褐色を呈する締まりの強い粘土層で、植物遺体 (腐植土)の含まれる量によつて上部

(14a層 )と 下部 (14b層 )に分けた。腐植上の混入が多い14a層 は、厚 さが一定せず、数cm～ 20cmを 超える部分

もある。腐植土がほとんど含まれなくなる14b層へは漸移的に移行 し、層の境界は明瞭ではない。

14a層 上面は全体的に緩やかな凹凸があ り、全体的に黒褐色の腐植土が分布 している。凹部では数cm程度の厚さ

に堆積 しているが、凸部では痕跡程度の分布状況である (写真 14)。 14a層 の表面は、全面にわたつて亀甲状のひ

び割れが観察される。ひび割れの深さは、断面図 (第 7図 )や写真 5に見られるように10硼前後の深さに達 してい

る。ひび割れは腐植土にも影響 していることから、腐植土層の堆積後の乾燥によるものと考えられる。調査区内の

腐植土は分解が進み、樹木の痕跡は残っていない。

遺物は、調査区北壁際の西寄 りの14a層上面から石器が 1点出土 した (写真 14)。 石器は縦54nlm・ 幅 8 alal・ 厚さ

4 nlnの 縦長の石刃状の剥片である。剥片の末端は、石器を発見 した際に数 ミリ破損 した。二次的な加工は認められ

ないが、両側辺に微細な剥離が観察される (第 11図 5。 写真17-6)①

14層 より下層の調査中、仙台市富沢遺跡保存館の太田昭夫氏が来訪され、14層 直下の15層 に火山灰状の堆積物が

存在するとの指摘を受けた。その分析結果については次項に掲載 した。

5 富沢遺跡第 102次調査出土テフラの屈折率測定

(1)はじめに

仙台市域およびその周辺に分布する後期更新世以降の地層の中には、十和田火山や肘折火山など東北地方に分布

する火山や、遠く九州地方や中部地方などの火山から噴出したテフラ (火山砕屑物,い わゆる火山灰)が認められ

る。テフラの中には、噴出年代が明らかにされている示標テフラがあり、これらとの層位関係を遺跡において求め

ることで、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代を知ることができるようになっている。

富沢遺跡第102次調査でも、テフラを含む可能性のある土層が検出された。そこで、発掘調査担当者により採取

された試料を対象に、屈折率浪I定 を行って示標テフラとの同定を試みることになった。分析の対象となった土層は、

15層 である。

(2)屈折率測定

(1)測定試料と測定法法

15層 から採取された試料について、位相差法 (新井,1972)に よリテフラ粒子の屈折率を測定した。

(2)沢1定結果

屈折率測定の結果を、表 1に示す。15層 中には、透明の火山ガラスが比較的多く含まれている。火山ガラスの形

態としては、軽石型 (最大径1.5Hlm)が 多く、平板状のいわゆるバブル型ガラスは、比較的少ない。火山ガラスの
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屈折率 (n)は、1.499-1.504(mode i l.499■ .501)である。重鉱物としては、角閃石やカミングトン閃石がごく少

量認められたものの、これらは何らかの作用で混入してきた可能性が大きい。

火山ガラスのうち、比較的粗粒な軽石型ガラスについては、仙台市周辺に堆積しているローカルなテフラに由来

する可能性が考えられる。ただ、細粒のバブル型ガラス (0.2～ 0.311m)に ついては、その特徴から、約2.4～ 2.5万年

前に南九州地方の姶良カルデラから噴出した姶良Tn火山仄 (AT,町田・新井,1976,1992,松本ほか,1987,池

田ほか,1995)に 由来する可能性も考えられる。いずれにしても、15層 におけるテフラの純度はさほど高 くないと

言えよう。

(3)まとめ

富沢遺跡第102次調査の際に採取された試料を対象に、屈折率測定を行った。テフラの純度はあまり良 くないも

のの、仙台市周辺に分布するテフラ起源の粒子のほかに、姶良Tn火山灰 (AT,約 2.4～ 2.5万年前)に 由来する火山

ガラスが混在 している可能性が考えられた。

表 1 富沢遺跡第102次調査の屈折率測定結果

試料 火山ガラス 重鉱物

三里 形態   色調   屈折率(n)

15層 +十 pm>bw  透明   1.499-1.504  (ho,cum)
(1.499-1.501)

pm i軽石型,bw iバ ブル型.重鉱物の( )は ,量の少ないこ

とを示す。ho:角閃石,cum:カ ミング トン閃石.屈折率の測

定は,位相差法 (新井,1972)イこよる。( )は modeを示す .
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6 遺橋の所属年代とまとめ

① 今回の調査地点では、4層 (細別 5層 )の水田跡と、その下部から石器を出土する腐植土層が検出された。

② 2a層水田跡は、近世の陶器・磁器が出土したことから、近世を中心とする時期の遺構と考えられる。

③ 3a層水田跡は、中世の陶器片と土師器・須恵器が出土しているが、近世以降の遺物が出土していないことか

ら下限を中世に、また上限は3b層 を挟んで下層に10世紀前半に降下した灰白色火山灰が存在することから10世
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紀前半頃に位置づけることができる。

① 5層水口跡は、時期猿定できるだけの遺物|は喜上していないが、層上面に10世紀前半に降下した反自亀共山尿

が分布しているこ―と!が確認されたので、191世紀前半熟前の平安時代の本H層と考えられる。

⑤ 3.層本田跡1ま、二―師器片が数点出上.しただけで時期決定資料はない狩ゝ 本調査区の60m北側に位置する富沢遺

跡863次調査において、本区のa層|に対応すると考えられる8唐水耐跡から古墳時代中期の特徴をヽ つ土1師器片

が出上してぃる (平簡,1991)こ とから、1吉墳時代申期興の水H跡の可能性が考えられる。

⑥ 
“

層と同層二面からH上し.た石器は、鳶下の・1.5層 申から出上.した火1山灰の1分析の結果、その申li始良働床山

炭 lAT・“二万四千～二万五千年前頃)に 1喜来する粒子が缶まれ―てい.る こ―とから、旧1石器時代に属すな可能性が

高いこ―とが努らかに漆つたも

0上記の結果、富沢遺跡第30次調査等で発見された晴石碁時代の森淋跡と同期の人々 の生1活の痕跡が当地―区まで

広がってい.る ことが明らかにな,塩

注認

注-1 由鳥 農‐ 1980「多賀競跡出土工驀の
.変
遷」『研究紀要Ⅲ』宮1城県多費戯跡調査研窮所



第2章 調査結果

写真 1 東壁土層断面

艶

~・ i lllril■

写真 2 西壁土層断面

写真 3 北壁土層断面
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写真 4 基本層上部断面

撤
(西壁)※陸畔の下の高まりは擬似畦畔B

―■,オ
イ I I「i亨■子■―ィ■

盛 鞣 コ
韓ミ争|や手

坤鐘

写真 5 基本層下部断面 (東壁)

写真 6 2層水田跡擬似陸畔 B検出状況 (西より)

写真 7
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層
　
　
層
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写真 8 7層検出杭断面 (南より)

――軋
.t,|■「■|・

(東より)

耳
~~iヽ

.―_ヽ        = Ⅲ

写真11 8層水田跡擬似陸畔B検出状況 (東より)

写真 9 8層水田跡検出状況 (南より)



写真 12 SX-1遺構全景

写真14 14層上面検出状況 (西より) ※ビンの所が石器出土地点
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写真 16 調査区全景 (調査終了時―西より)

必
   4

6a

※ 1～ 5は 1/2

6 は 1/1

]陶 器・掴鉢 (2層 )

4 磁器・皿  (2層 )

2 陶器・甕 (3a2層 )

5 鉄製品  (2層上面 )

写真 1フ 出土遺物

5b

3 陶器 ・皿 (2al層 )

6 石器   (14層 )
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第 2節 富沢遺跡第103次調査

1 調査に至る経緯

平成 8年 3月 8日付けで、庄子勝雄氏よりRC5階建共同住宅建設の発掘届が提出されたが、当教育委員会では

8年度の調査は決定していたため、平成 9年度の発掘調査として受託することでご了解を得たものである。

平成 9年 3月 、発掘調査の実施に先立ち申請者側と第 1回 目の協議を持った。内容は調査時期、期間、契約額、

事前の準備事項などであり、以後も打ち合せを重ね契約を交わし、4月 22日 から発掘調査を開始した。

2 調査の方法

調査箇所は富沢遺跡の西端部にあたる。付近は20年 ほど前に行われた区画整理以後 lm前後の盛土がなされ宅地

や店舗等になっている。それ以前は水田として利用されている。調査箇所は旧地形では北西丘陵部から張り出す扇

状地性微高地南辺西端部に位置する (第 15図 )。 旧字名では三軒橋前にあたる。

今回の調査対象面積は436ド である。その中に北辺9.5m、 東辺16.5m、 西辺21m、 南辺10.5m、 面積178ポ の台形

の調査区を設定した。遺構の実測は調査区北側に設置した杭 1・ 2を基準とした。それらの平面直角座標系Xにお

ける座標値を計測し、遺跡内の正確な位置を把握している (杭 1:X=-197841.169m、 Y=+2939,482m、 杭

2:X=-197845,046m、 Y=+2942.640m)。

遺構の実測は平板測量で行い、縮尺1/50を基準とし、断面図は1/20と した。写真記録は3511unカ メラを2台使用し、

モノクローム、カラーリバーサルの2種で撮影した。プラント・オパール分析は、 7・ 8a・ 8c層 を中心に東西

南北壁 4地点 (A～ D)で計18点採取したが、A・ Cの 2地点 (9点)でのみ実施した。またμC年代測定を8a

層出土の自然木、16層 出上の炭化物で実施している。

調査は平成 9年 4月 22日 から調査員 2名、作業員25名 の体制で開始した。盛土及び旧耕作土は重機により除去し、

以下は人力により掘 り下げた。なお、調査区周囲には土層観察および排水用の側溝を設けた。近代以降と考えられ

る2層 から弥生時代の水田耕作土である8層 までは全面調査を実施した。 9層以下は縄文 。旧石器時代の層の確認

を目的とし調査区を縮小した (5.5× 9m)。 深掘に関しては安全性を考慮し、該当層までできる限り広い面積を確

保し行うこととした。深掘り約3m、 現地表から深度約 5mで21層 の砂礫層を検出した。ボーリング調査によると

X=-198km

第14図 調査区位置図 (1)(1/2500)

日
高
ａ

ｌ
＝
Ｘ

Y=キ 3臨

Ｊ
●

‐ｌ
Ｊ

Y=+3臨

第 15図 調査区位置図 (2)(1/6000)
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以下は礫混じり層が続 くことが予想されたため、安全性をも考

慮し掘 り下げを終了した。調査の一切を終了したのは4月 17日

である。

3 基本層序

確認された層は大別で21層、細別で25層 である。層序を大ま

かにみると1～ 4b層 がシル ト・粘土層、 5～ 19層が泥炭質粘

土と粘土とで縞状になる互層と粘土層を中心とした層、20層以

下がグライ化した砂・砂礫シル ト層となる。なお、調査区壁面

は第16図 のように呼称している。

1層 は旧水田耕作土、 2～ 4b層 も水田耕作土と考えられる

層である。これらの層には、下面の凹凸が著しくなり、層の下

部には直下層を起源とするブロックが分布する、という水田耕

作土に一般的な特徴が認められる。

2層 は北東側に薄く南西側に厚 くなるが、それは北東側で 2

層上部が 1層 の耕作により削平されたためである。 3層 は南西

半に比較的残存しているが北東半は2層 の耕作に削平され薄く

なっている。4a・ b層は平安時代の水田耕作土と考えられる。

4a層中には915年 夏に降下 したとされる灰白色火山灰力朔 ブヽ

ロックで含まれる。

5層 は砂を中心とした自然堆積層、 6層 は粘土と泥炭質粘土

が互層となる自然堆積層である。両者で層厚30～ 40cmと 比較的

厚 く堆積している。

盛 土

13m

7層 は黒色泥炭質粘土で下面に凹凸などは観察されない自然堆積層であるが、イネのプラントオパールが検出さ

れている。

8a・ 8c層 は弥生時代と考えられる水田耕作上で、褐灰色、黒褐色粘上である。8d層は南壁のみでの確認で

あるがその状態から8c層の母材と考えられる。

9層以下は自然堆積層である。11層 は層厚20～ 80cmの厚い砂層である。この砂層は東に厚 く堆積することにより、

13m

柁m       l加~     _              19                     ~

11コn

I

0               1m       t~~

第 1フ図 基本層序

9層 まで調査

～21層

～20層

～ 13層

7 6母 b8a
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12層 以下の平坦な面を西への傾斜面へと変換させ、 9層以上の微地形に影響を及ぼしている。16層 の上面には炭化

物が含まれ、集中する箇所もある。

20層 以下がグライ化する。21層 は砂礫層である。ボーリング調査によればこの砂礫層以下には砂質シルト層、礫

混じり層が続き、標高 8m付近で砂礫層となる。なお調査は21層途中の標高約1lmで終了している。

1万1:|∬

140m

4b層水田跡擬似畦畔 1

-―

4b層水円跡擬似畦畔 2

日

4a

0                               2m

第 3表 土層註記衣 第 19図 西壁断面図
層 土 色 土 性 層厚 (帥 ) 成  因 備 考

黄 灰   色  25Y4/1 水 田 耕 作 土

掲  灰   色  10YR4/1 水 田 耕 作 土 酸化鉄糸根状。上部 に酸化鉄集積。砂粒 細 い風化凝灰岩含 む。下都やや暗い。下面凹凸あ り
皇
一

禍   色  IOYR3/1 粘 土 水 田 耕 作 土 酸化鉄糸根状。砂粒 細 い風化凝灰岩含 む。下面回凸顕者。

掲  灰   色  ioYR4/1 粘 土 水 田 耕 作 土 酸化鉄糸根状。砂粒 細 い風化凝灰岩含 む。下面回凸顕著。灰 白色火山灰 を小 ブロ ックで含 む。
里
〔

褐   色  ioYR3/1 粘 土 水 田 耕 作 土 酸化鉄糸根状。下面回凸顕著。

に ぶ い 黄 褐 色  loYR5/3 細 砂 ～ シ ル ト 自 然 堆 積 上部力珍 、下部がンルト。層中に薄い黒色土を縞状に含む。北東に厚くなり、径 2～ 5 crの 風化凝灰岩を多く含む。

灰 黄 褐 色 loYR4/2

黒     色  5Y2/1

粘 土

泥 炭 質 粘 土
自 然 堆 積 互層。未分解のイ直物遺体 を含 む。東 と西 に厚 くな り、所 々に砂層 を扶 む。

黒      色  N2/0 泥 炭 質 粘 土 水 田耕作土 ? 未分解 の植物遺体 を含む。

褐   灰   色  loYR4/1 粘 土 本 田 耕 作 土 未分解の植物遺体 を含 む。東壁南半の下面の凹凸顕著。下部やや暗い

灰 黄 褐 色 loYR4/2 微 砂 自 然 堆 積

里
一

褐 色  25Y3/1 粘 土 水 田 耕 作 土 未分解の植物遺体 を含 む。下面回凸あ り。

オ リ ー ブ 黒 75Y3/J

黒      色 N勁0

粘 土

泥 炭 質 粘 土
自 然 堆 積 互層。未分解 の植物遺体 を含 む。南壁でのみ確認。

黒      色  N2/O

黒   褐   色  25Y3/1

泥 炭 質 粘 土

泥 炭 質 粘 土
自 然 堆 積 互層。南西 に厚 くなる。

皇
一

褐   色  loYR3/1 砂 質 シ ル ト 自 然 堆 積 径 1～ 2 cmの 風化凝灰岩 を含 む。

灰 オ リ ー ブ 色  5Y5/2 粗 砂 ～ 中 砂 自 然 堆 積 径 1～ 5 cmの 風化凝灰岩 を含 む。南西端で途切れ る。

オ リ ー ブ 黒 色 5Y3/1

灰      色  5Y4/1

黒      色  N2/O

粘 土

粘 土

泥 炭 質 粘 土

自 然 堆 穫 互層。未分解の植物遺体 を含 む。

黒      色  N2/O 泥 炭 質 粘 土 自 然 堆 積 未分解の植物遺体 を含 む。

灰      色 5Y4/1

黒      色  N2/0

粘 土

泥 炭 質 粘 土
自 然 堆 積 互層。未分解 の植物遺体 を含 む。

黒      色  N夕 O 泥 炭 質 粘 土 自 然 堆 積 未分解 の植物遺 Itrを 含 む。

皇
ト

褐   色  25Y3/1 粘 土 自 然 堆 積 未分解の植物遺体 を含 む。炭化物 を含 む。

黒      色  N2/O 泥 炭 質 粘 土 自 然 堆 積 未分解の植物遺体 を含 む。

黒 褐   色  ioYR3/1 粘 土 自 然 堆 積 未分解の植物遺体 を含 む。

灰      色  5Y守 1 粘 土 質 シ ル ト 自 然 堆 積 未分解の植物遺体 を含 む。

暗 オ リー ブ灰 色  25CY4/1 細 ～ 中 砂 自 然 堆 積

暗 オ リー ブ灰 色  5CY4/1 砂 礫 自 然 堆 積 径 2～ 10cmの礫。
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4 検出された遺橋と遺物

(1)3層

3層水田跡 (第20図 )

2層 の水田耕作土により、本来4a層 が高い箇所は3層 も削平され残存しないため、 2層 を除去した段階で 3・

4a層 が同時に検出されている。擬似畦畔 1条 と段差 2条を検出した。

[遺構状況]畦 畔 1は、平坦面に3層 4a層 がまだらに分布するなかに4a層 の帯状の延びとして確認された。

しかもその帯部分に沿つて 3層が濃く分布する状態で確認される。これは4a層 の帯部分に3層 の耕作があまり及

ばずその両側に深めに耕作が及んだ結果であり、帯部分の上に4a層 を保存したものすなわち3層 の畦畔が存在し

たことを示すものと考えられる。4a層 も水田耕作土であるためその畦畔を踏襲していることが想定されるが、少

なくとも3層 の耕作においては畦畔の痕跡と捉えられ、擬似畦畔と判断した。段差も同様に3層 の耕作が形成した

ものと判断した。なお、これらが4a層 に伴う畦畔か否かは不明である。それは1～ 3の高低差が後述するように

小さく4a層 の畦畔とするならば本来がもってしかるべき高低差がないと考えられることや、それらの下位に擬似

畦畔B状の4b層 の高まりがないことなどからである。

1は上端幅37～ 56cm、 下端幅50～ 70cm、 高さが平均 1.8cm、 良好な所で 3 cmほ どである。方向は真東からやや北

に振れたN-829-Eで ある。 2・ 3は 1に ほぼ直交する段差である。 2は方向がN-3° ―E、 高低差が平均

1.8cm、 良好な所で 3 cmである。 1と 交差した南側は若干畦畔状になっている。 3は方向がN-2° ―W、 高低差

が平均 1.3cm、 良好なところで2.5cmである。

区画は5枚 (①～⑤)あ り方形を基調としていると想定されるが全体のわかるものはない。

耕作土は黒褐色の粘上である。層厚は3～ 10cmで 2層 に削平され薄い傾向にあり、区画①と③の北側に比較的安

定して分布する。下面の凹凸は顕著で4a層 をブロック状に巻き上tデている。

耕作土下面の傾斜は東から西への傾斜 (18cm/10m)に なっており、区画のO②が低くなつている。水日、出土

遺物はない。

0              5

第20図  3層水田跡平面図

(2)4b層

4b層水田跡 (第 21図 )

5層 (砂層を中心とした自然堆積層)上面で4b層 が形成した擬似畦畔B4条 と区画を想定させるような4b層

の残存部を複数検出した (ラ イン部分)。 しかし後者は擬似畦畔Bと は判断しかねた。 1～ 4は明瞭に確認された

ラ トンは灰 白色火山灰分布部分



第2章 調査結果

ラインで擬似畦畔Bである (ス クリントン部分 )。 1は方向がN-42° ―W、 2は それにほぼ直交するN-40° ―

E、 3・ 4も 互いに直交 しN-6° 一W、 N-80° ―Eである。

耕作土は黒褐色の粘土である。層厚は 3～ 10cmであるが、 4a層の耕作により上面は削平されている。下面は凹

凸が顕著で、 5層 をブロック状に巻 き込んでいる。区画や形状は不明である。 5層上面の傾斜が 4b層 上面のそれ

を反映するとすれば、 1～ 4は それぞれの箇所の等高線に直交、平行することから、区画は微地形に合ったもので

あることが想定される。層中より土師器片が出土 しているが風化が著 しく図示 し得なかった。

第21図 4b層水田跡平面図

(3)7層

炭化物の集中箇所 1箇所 と溝状遺構 (SD)2基 を検出した。

炭化物集中箇所 (第22図 )

7層上面で検出された。範囲は1.1× 1.4mの不整形で、北側に70× 20cmの 集中箇所がある。約 lm東で検出され

たSD3か ら焦痕のある材が 4点近接 して出土 してお り、この遺構 との関連性が考えられる。

SD2・ 3(第 9図 )

共に 8層上面で検出されているが、堆積土が 7層 と8層が撹拌された状況であることから、 7層 中からの掘 り込

ヽ

■ 1漁

遺構 層位 土  色 土 ′
性 偏 考

SD2 I 黒 色 10YR1 7/1 泥炭質粘土 基本層 7層 を主体 とし、 7層 が 8層 を撹拌 した状況。

1 理
”

色 10YR1 7/1 泥炭質粘土 基本層 7層 を主体 とし、 7層 が 8層 を撹拌 した状況。

第22図  7層遺構平面図

0                      1 rn
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みと理解し、 7層 の遺構とした。SD2は上端幅25～ 45cm、 下端幅10～ 30crn、 深さ2～ 6 cmである。方向はN―

83° 一Wで直線的に廷びる。SD3は SD2に ほぼ直交 (N-8° 一E)して直線的に延びるが途切れる箇所があ

る。規模は上端幅50～ 80cm、 下端幅30～ 70cm、 深さ4～ 6 cmで ある。炭化物集中箇所の真西にある短く途切れた箇

所の堆積土中とその付近から焦痕のある短い材が 4点 と石器が 1点 (第27図 6)出土している。材に加工痕はない。

石器は製品の破損品である。これらの溝状遺構は、その堆積土が 7層 中より撹拌された状況を呈していることや方

向が直線的で互いに直交していることなどから人為的なものと考えられる。

7層 は黒色の泥炭質粘土である。下面には水田耕作土に特徴的な凹凸はなく、自然堆積層と考えていたが、プラ

ントオパール分析より、 7層が水田耕作層である可能性が指摘された。 7層上面で畦畔等は検出されなかったもの

の、前述の溝状遺構と分析結果から、 7層 において水田耕作が行われていたことも考えられよう。

(4)8a層
8a層水田跡 (第23図 )

畦畔 2条、溝状遺構 (SD)5条、杭などを検出した。畦畔 1・ 2、 SD4・ 5は 8a層上面で検出された。 S

D6。 7・ 8は 9層上面の検出であるが、堆積土の状況から8層 中からの掘り込みと理解されたため、8a層 の遺

構とした。

[遺構状況] 畦畔 1・ 2は東壁中央付近で検出された。 1は端部分の検出であるが、東壁にその断面が明瞭に

残存しており東南方向に廷びていることが確認され、その方向はN-43° 一Wである。規模は上端幅141cm、 下端

幅194cmで、高低差は北東側で 3 cm、 南西側で 8 cmで ある。 2は 1の南西にほぼ接してしかも直交 (N-46° 一E)

する小畦畔である。上端幅10～ 15cm、 下端幅20cm前後で、高さは良好なところで 3 cm程である。 1と 2の 間は水口

の可能性がある。なお、 1・ 2の擬似畦畔Bは検出されていない。

耕作土は褐灰色の粘土で、下面は凹凸が顕著である。層厚は3～ 20cmであるが、耕作深度により8c層が残存す

る場合と深 く9層 まで及ぶ場合とがある。後者では8a層 下部がやや暗くなる。母材層は8boc層 となるが、一

部 9層や後述する8d層 も含まれる。

水田面の傾斜はおおむね西へ傾斜するが、畦畔 1や SD4・ 5付近でやや強い傾斜に変換する。

SD4・ 5は、ほぼ同方向 (N一 約50° 一W)に間隔70～ 100cmで並行する小規模で浅い溝である。SD4は上

端幅20～ 50cm、 下端幅10～ 30cm、 深さ1～ 5 cmで ある。SD5は上端幅25～ 45cm、 下端幅10～ 23cm、 深さ2～ 10cm

である。SD5の底面からは長さ約2m、 厚さ約 5 cmの材 (広葉樹)が出土している。

SD6～ 8は耕作土である8a層 を掘り込んだ下位の 9層上面で確認された。SD7・ 8は SD4・ 5の ほぼ下

位に位置するが、耕作土が10cm程あるため、直接の切り合い関係はない。SD4・ 5と 同様に並行しているが間隔

が150cm前後とやや広 く、方向がN―約65° 一Wと やや南に振れている。SD8の上位で材が 6点出土している。

そのうち最長のものは長さ約3m、 厚さ5～ 7 cmの もので、SD5の材の下位に位置するが溝と同様にやや南に振

れている。また、出上した材の 1点 を年代測定しB P 2200± 40年の測定値を得ている。SD6は これらの溝と直交

する方向 (N-27° 一E)で検出されている。規模は上端幅80cm前後、下端幅65cm前後、深さ3 cm前 後である。こ

れらSD6～ 8は その堆積土が基本層 8。 9層が撹拌された斑状を呈しており、 8層 の耕作時に形成されたと考え

られるものである。

これらの遺構は、畦畔 1の延長上に位置すること、畦畔中に沈下防止の補強材が埋め込まれる場合があることな

どから畦畔が存在したことを示す痕跡と考えられる。上面のSD4・ 5は畦畔の両恨jに存在していた溝、あるいは

溝状の凹み、下面のSD6・ 7は畦畔側辺が深く耕作された痕跡と考えられる。また下位のSD7・ 8の方向がS

D4・ 5と ややずれることから古い段階の畦畔の存在も想定される。



出土遺物は石器 と杭 5点、材 1点である (第27図 )。

る剥片である。杭 5点は8a層下部～ 9層上面の SD6

杭、丸杭など様々である。

o                            5r

第2章 調査結果

石器は8層 中からの出土で打面が久損 した微細剥離痕のあ

・ 7の 内部やその周辺で検出されている。素材は割杭、角

1鶏  Sy 卜

⌒
0             1m

0                                         2m

隣

�

鳥 溺 ド

は
遺構 層位 土   色 土 性 備 考

SD4 1 黒  色 lllYR17/1 泥 炭 質 粘 土 基本層 7層

SD5 1 黒  色  10YR1 7/1 泥 炭 質 粘 土 基本層 7層

2 黒  色 5Y2/1 泥 炭 質 粘 土

SD8 1 黒 ItB色 25Y3/1 シル ト暫粘土 植物遺体を多量に合む。砂粒をやや含む。

第23図  8a層 水田跡平面図
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(5)8c層

8c層水田跡 (第 24図 )

畦畔 4条 と区画 4枚、下面での段差 3条 を検出した。薄い砂層である8b層が分布する中に帯状に8c層 が延び

ることで確認された。畦畔の確認は北東半のみである。

[畦畔]畦 畔は北東方向に伸びる 1と それに直交 して接続する 2～ 4である。 1は北東端が調査区外へ廷び、

南西端は 4と T字状に接続する。上端幅30cm前 後、下端幅50硼前後、高 さが良好な所で3.6cmと やや低 く、方向は

N-32° ―Eである。 2,3は 1の北西側に並行 して接続するものである。 2は接続部以外はほぼ段差状で、上端

幅20cm、 下端幅25cm、 高 さが良好な所で2.5cm、 方向はN-59° ―Wで ある。 3は北西端で細 くなる以外は 1と ほ

ぼ同規模で、高さが良好な所で 5 cm、 方向はN-54° ―Wである。 4は他 に比べやや大 きめの畦畔で上端幅50～ 80

cm、 下端幅55～ 85cm、 高さが良好な所で 5 cm、 方向はN-60° 一Wである。

耕作土を掘 り下げた 9層 上面で 8c層 が落ち込む方形段差 7と 直線状の段差 5,6を検出した。 5は上面の畦畔

1と 位置がほぼ同じである。高 さが良好な所で 4 cmである。 6は高さが l cm前 後である。 7は約 3× 3mの方形プ

ランで西側が開く「コ」の字形の段差で、高さは良好な所で5 cmで ある。5は畦畔1の擬似畦畔Bの可能性が高い。

6・ 7は より古い段階の畦畔の痕跡か水田耕作に関わる何等かの作業の痕跡と考えられる。

[区画] 区画は①～④の4枚あるが全体のわかるものはない。ただし、③④からある程度推定され、形状が方

形を基調とし、その一辺が2.5～ 3mと なる区画の存在が窺える。①は2・ 3が伸びてさらに区画される可能性が

考えられる。標高は13.95～ 13.75mで 北東から南西への傾斜で②が最も高く④が最も低くなっている。

[耕作土]耕 作土は8a層 よりやや暗い黒褐色の粘土である。下面の凹凸は顕著で下層の 9層 をブロック状に

巻き込んでいる。母材層については、南壁の西寄 りで 8a層 および 8c層 の撹拌が及んでいない自然堆積層 8d層

を確認 していることからこれが母材のひとつと考えられる。また、この部分では西側に8c層 、東側に8a層 があ

ることから両者の擬似畦畔Bの可能性があるが、平面や他の壁面では確認 されないことから不確定である。

[出土遺物] 出土遺物はない。

(6)16層

炭化物集中箇所 (第25図 )

深掘区内の16層 上面で、 2箇所 (No l

ある。No 2は 70× 100cmの範囲である。

第24図  8c層水田跡平面図

。2)検出した。No lは 50× 80cmの 範囲で特に25cm四方に密集する部分が

深掘区内の16層 にはこれらの範囲外 にも炭化物が散在 している。No lの 炭
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化物のIC年代測定結果はB P 4180± 60年で縄文時代中期後半頃が想定される。

0         1m

第25図  16層平面図

(7)20層

自然流路 (SR)を検出した。

SRl(第 26図 )

深掘区の南西隅で流路の北岸をほぼ東西方向に約 2m検出したのみである。底面は不明である。堆積土は 6層 で

灰色～暗緑灰色系のシル ト、粘土質シル ト、細砂である。遺物はない。

Э                           5m

第ρ6図 20層 SRl平画・断面図

(8)その他の遺物

1・ 2・ 9。 10層から陶磁器、土師器、須恵器、石器、種子などが出土 しているが、いずれも細片や摩滅の著 し

いもので図示 し得なかった。

乾Юm引
i

I

I

I

層 土    色 土   性 備 考

1 灰 色 5Y守 1 シ  ル   ト

2 オ リー プ灰 色 25GY5/1 シ  ル  ト

3 灰 色 5Y4/1 シ  ル  ト 暗オリープ灰色土を班状に含む。

緑  灰  色 lllGY5/1 粘 土 質 シ ル ト

5 暗 オ リープ灰色 25GY4/1 細 砂

6 暗 緑 灰 色 7 5CY4/1 シ  ル   ト
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l

墨
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心  6

o                  5cm ⇔  7

番号 種 房U 遺構 ‐層位 特 徴 身術0 帰rnf 写真図版 登録番号

1 杭 杭NQ 1 8 割杭。 3925 17 47-1 L-1

2 杭 杭NQ 2 8 角杭、芯無。 275 47-2 L-2

3 杭 杭陥 3 8 割杭、焦痕あ り、 1面 自然面。 47-3 L-3

杭 杭血 4 8 九杭、芯持。 5心 47-4 L-4

5 材 本NQ 8 8 分割材、両端切断痕、 1面 自然面。 2445 11 47-5 L-6

6 不定形石器 SD3・ 7 スクレイパーの破損品 ?、 珪質頁岩。 2945 2C14 47-6 K-1

剥  片 8 微細剥離痕あ り、建質頁岩、打面欠損。 47-7 K-2

第2フ図 出土遺物



第4表 出土遺物集計表

層 土 師 器 須 恵 器 陶  器 磁  器 石  器 鉄  津 抗 種  子 そ の 他

1 3 5 1 2

2 4 2

3・ 4 5 1

4 a 6

4b 3 1

8 2 5 1(炭 化 物 )

9 1(ク ル

10 1(ト

不  明

計 21 3 5 1 6 l 5 2 1

第 2章 調査結果

株式会社 古環境研究所

6.富沢遺跡第 103次調査出土試料の放射性炭素年代測定

(1)試料と方法

No  試 料  試料の種類    前処理・調整     測定法

1   8層    木 材   酸―アルカリー酸洗浄  β―線計数法
ベンゼン処理

2  16層    炭化物
   斐ラるし危塗

~酸洗浄
  β

_線計数法

(2)結果

試料名  14c年代  δ13c 補正14c年代     暦年代     測定No

(年BP)  (%o)   (年 BP)                Bcta_

N‐o1   2310±40  -31.7   2200± 40   交′点 BC 330, 205     113340
2 6 BC 375T0150
1 6 BC 360T0280,

BC 250 T0 185

No 2   4240± 60  -28.3   4180± 60  交′点 BC 2870,2800,2760  113341

2 6 BC 2900 T0 2580

1 6 BC 2885 T0 2845,

BC 2830 T0 2620

(26:95%pЮ bab�ty, 16:68%probab� ty)

1)μ C年代測定値

試料のμC/12c比から、単純に現在 (1950年AD)力hら 何年前 (BP)か を計算 した値。μCの半減期は5,568年 を

用いた。

2)613c測 定値

試料の測定μC/12c比 を補正するための炭素安定同位体比 (13c/12c)。 この値は標準物質 (PDB)の 同位体

比からの千分偏差 (%。 )で表す。

3)補正14c年代値

δ13c測定値から試料の炭素の同位体分別を知 り、14c/12cの 測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中ИC濃度の変動を補正することにより、暦年代 (西暦)を算出した。補正

には年代既知の樹木年輪のμCの詳細な測定値 を使用 した。この補正は10,Ooo年BPよ り古い試料には適用できない。

5)測定No

本試料の測定は、Beta Anttyttc lnc。 (Florida,UoS.A)に おいて行われた。Bcta― は同社の沢1定Noを 意味する。
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7.富沢遺跡第 103次調査のプラン ト・オパール分析

株式会社 古環境研究所

(1)は じめに

植物珪酸体は、ガラスの主成分であると酸 (Si02)が植物の細胞内に蓄積したものであり、植物が枯死 した後も

微化石 (プ ラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残つている。プラント・オパール (植物珪酸体)分析

は、この微化石を遺跡土壌などから検出し、その組成や量を明らかにする方法であり、イネをはじめとするイネ科

栽培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている。ここでは、富沢遺跡第103次調査の下位層で

検出された溝や畦状遺構を中心に、プラント・オパール分析から稲跡の可能性について検討を行つた。

(2)訂M軒

調査地点は、北東壁 (A地点)と北西壁 (C地点)の 2地点である。

分析試料は、A地点では上位より灰黄褐色粘土と黒色泥炭質粘土の互層 (6層 )、 黒色泥炭質粘土 (7層 )、 褐灰

色シルト (8a層 )、 黒褐色粘土 (8c層 )、 黒色泥炭質粘土 (9層 )の 5試料、C地点では上位より黒色泥炭質粘

土 (7層 )、 褐灰色シル ト (8a層 )、 黒掲色粘土 (8c層 )、 黒色泥炭質粘土 (9層 )の 4試料の計 9試料である。

このうち、 8a層 からは溝・畦状遺構が、8c層 からは畦状遺構が検出されている。

(3)分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)」 をもとに、次の手順で行

った。

1)試料土の絶乾 (105℃ 。24時間)

2)試料土約 lgを秤量、ガラスビーズ添加 (直径約40μ m,約0.02g)

※電子分析天秤により1万分の lgの精度で秤量

3)電気炉灰化法による脱有機物処理

4)超音波による分散 (300W'42KHz'10分間)

5)沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去、乾燥

6)封入剤 (オ イキット)中 に分散,プレパラート作成

7)検鏡・計数

検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞 (葉 身にのみ形成される)に由来するプラント・オパール (以下、プラン

ト・オパールと略す)を 同定の対象とし、400倍 の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上に

なるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。

検鏡結果は、計数値を試料 lg中のプラント・オパール個数 (試料 lgあ たりのガラスビーズ個数に、計数され

たプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める)に換算して示した。また、おもな分類群につ

いては、この値に試料の仮比重 (10と 仮定)と 各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重,単

位 :10-5g)を 乗 じて、単位面積で層厚 l cmぁ たりの植物体生産量を算出した。各植物の換算係数は、イネは2.94、

キビ族は8.40、 ヨシ属は6.31、 ウシクサ族は0,75、 ネザサ節型は0.48、 クマザサ属型は0.75で ある。

(4)分析結果

同定された分類群は、イネ、キビ族 (ヒ エ属型)、 ヨシ属、サヤヌカグサ属、ウンクサ族 (ス スキ属型)、 ジユズ
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ダマ属、タケ亜科 (ネ ザサ節型 とクマザサ属型)である。これらの分類群について定量を行い、その結果を表 1、

図 1, 2に 示 した。なお、巻末に顕微鏡写真を示 した。

(5)考察

水田跡の検証や探査を行う場合、仙台平野ではイネのプラント・オパールが試料 lgあ たりおよそ3,000個 以上

の密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。また、プラント・オパール

密度にピークが認められれば、上層から後代のものが混入した危険性は考えにくく、密度が基準値に満たなくても

稲作が行われていた可能性は高いと考えられる。以上のことを基準に各層における稲作の可能性について検討を行

う。

本遺跡では、A地点とC地点より採取された試料について分析を行った。その結果、 7層、8a層、 8c層 にお

いてイネのプラント・オパールが検出された。このうち 7層 では、プラント・オパール密度はA地点で700イ固/g、

C地点では1,9ooイ固/gと やや低い値である。ただし、直上の 6層 は自然堆積層であり耕作層ではないことから、上

層から後代のプラント・オパールが混入した可能性は考え難い。したがって、 7層 は水田耕作層であつた可能性が

考えられる。溝・畦状遺構が検出された8a層では、プラント・オパール密度はそれぞれ1,200イ固/g、 3,700個 /g

と比較的高い値であり、C地点では明瞭なピークが認められる (図 2参照)。 これらのことから、 8a層 は水田耕

作層であつた可能性が高いと考えられる。畦状遺構が検出された8c層では、プラント・オパール密度はそれぞれ

5,700個/g、 3,600イ固/gと 高い値である。さらに、A地点では明かなピークとなっている (図 2参照)。 したがって、

8c層 については水田耕作層であつたと判断される。

なお、A地点の 6層 、 7層、8c層 、 9層、C地点の8a層 においてはキビ族 (ヒ エ属型)の プラント・オパー

ルが検出されている。現時点では、ヒエ属とキビ属および栽培種と野生種を識別できるまでには至っていないこと

から、栽培の可能性については言及できないが、 7層、 8a層、8c層では水田雑草としてヒエ属等が生育してい

たことも考えられる。

これら以外の分類群では、全体にヨシ属とネザサ節が高い密度である。ただし、両者の検出状況をみると相反し

ている様子がうかがえる (図 1, 2参照)。 とくにC地点ではその傾向が顕者である。このことから、本遺跡では

9層堆積時は調査区一帯は湿地あるいはそれに近い環境であったと推定され、 8c層堆積時にこの湿地帯を開墾し

て水田が造成されたと考えられる。その後は水田として利用されるが、 7層 の時期には再びヨシ属の繁茂するよう

な湿地になったとみられる。なお、水田層とされる8c層 や 8a層 においてもヨン属がある程度認められることか

ら、水田の周辺には湿地あるいはそれに類する環境のところも存在したようである。また、水田雑草としてヨンが

生育していたことも考えられる。一方、両層ではネザサ節やクマザサ属も高い密度で検出されていることから、周

辺にはこれらが多く生育する場所があり、さらに7層 にかけてはウシクサ族 (ス スキ属)も みられたようである。

(6)まとめ

富沢遺跡第103次調査における稲作について、プラント・オパール分析から検討を試みた。その結果、 7層 と8

a層 さらに8c層 においてイネのプラント・オパールが検出され、これらの層が水田耕作層であつた可能性が認め

られた。とくに、 8a層 と8c層 については耕作層であった可能性が高いと判断された。

文献

藤原宏志・杉山真二 (1984)プ ラント・オパール分析法の基礎的研究 (5)― プラント・オパール分析による水田lIの探査―
,

考古学と自然科学,17:73-85,
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表 1 仙台市、富沢遺跡第 103次調査のプラント・オパール分析結果
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杉山真二・松田隆二・藤原宏志 (1988)機動細胞珪酸体の形態によるキビ族植物の同定 とその応用―古代農耕追求のための基礎

資料 として一,考古学 と自然科学,20:8192.
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8 遺構の所属年代とまとめ

① 検出された遺構は、 3層 ・4b層・8a層 ・8c層水田跡、溝状遺構 8条、自然流路 1条、炭化物集中箇所 3

箇所である。 2・ 4a層は水田耕作層であり、 7層 も水田耕作層の可能性が考えられた。

② 今次調査区の近接した調査としては、24次 (工藤 :1988)、 51次 (佐藤 :1990)、 75次 (渡部 :1992)が ある。

しかし、基本層序の対応はそれぞれが多様なため困難であり、灰白色火山灰を含む層だけが可能で、今次 4a層

が、24次 Va層 、51次 3b層 、75次 3a。 3b層 と対応する。

③ 各遺構の年代は時期を示す資料がほとんどないため、仄白色火山灰やμC年代測定によらなければならない。

それによれば以下のようになる。

3 層 平安時代以降

4a層  平安時代灰白色火山灰降下以降

4b層  平安時代灰白色火山灰降下以前

8a層  弥生時代 (補正ИC年代 B P 2200± 40)

8c層  弥生時代

16 層 縄文時代中期後半頃 (補正
“
C年代 B P 4180± 60)

20 層 縄文時代中期後半以前

弥生時代の水田の時期について簡単に触れておきたい。富沢遺跡の該期の水田として最も検出例が多いのは、

中期桝形囲式期のものである。今回の8a層 の
“
C年代測定値は、中期というより前期の可能性も考えられるが、

測定試料は 1点のみであることから速断は避けておきたい。出土土器により時期の確定できる水田調査例、及び

土器型式期の判る14c年代測定値の蓄積を待っての今後の課題としたい。



第 2節 富沢遺跡第103次調査

写真 18
東壁断面 (南端部)

一　

　

　

　

一

写真 19
西壁断面 (南端部)

写真20
北壁断面 (東端部)

調査前近景 (北西から)

写真21
深掘北壁断面
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写真23
3層水田跡擬似陸畔確認状況
(南西から)

写真24
3層水田跡擬似陸畔検出状況
(南西から)

写真25
4b層水田跡擬似陸畔確認状況
(南から)
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写真30
8c層水田跡確認状況 (南西から)

写真31
8c唐水田跡検出状況 (南西から)

写真32
8c層水田帥段差確認状況
(南から)
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写真33 杭 1

写真35 杭4 写真86 杭5
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写真41 3層水田跡睦畔 1断面 (南壁 4a層の盛り上がりが擬似畦畔部分)

16層茂化物集中箇所 写真45 20層SRl断面 (南壁 )

・ ■■|

(西から)
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テ>″
ど

写真42 4b層水田跡陸畔1断面 (西壁 砂の5層の盛り上がりが擬似畦畔部分)

写真43 8a水田跡畦畔 ]断面 (東壁 )

写真46 深掘終了状況
・ |,■静
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写真4フ 出土遺物
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第 3節 富沢遺跡第106次調査

1.調査に至る経緯

富沢遺跡内の太白区泉崎一丁目地内において、庄子武夫氏により共同住宅建築工事が計画されたことから事前協

議を行ない、その後平成 9年 二月14日 付けで発掘届が提出された。この時点では平成 9年度の調査計画が決定され

ていたので、当初は平成10年度の調査とすることとした。その後平成 9年度事業として調査する方向で、平成 9年

4月 30日 に調査についての協議を行ない、調査期間・概算・契約金等について協議が成立した。その後調査委託契

約について、庄子氏からい問組東北支店に変更したい旨の申し入れがあった。この協議に基づく契約は、平成 9年

5月 21日 付けで締結した。

調査は、平成 9年 6月 2日 から約2カ 月の予定で開始した。

2.調査方法

調査箇所はこれまで病院職貝駐車場として利用されてきており、そのための盛土整地が行なわれていた(第 28図 )。

昭和50年代前半から始まった区画整理事業以前は水田として利用されており、調査区の北側に隣接して、 5世紀末

の円墳と考えられる教塚古墳がある (第29図 )。 教塚古墳と今回の調査区の区画整理以前の状況を昭和43年頃の地

形図でみると、東流する小1可川と用水路に囲まれた場所だつたようである。昭和52年頃に撮られた写真では、水田

のなかに墳丘が浮島状に残り、その上部は畑となって平坦化している。

今回の調査対象面積は約850♂で、そのうちの建物部分約350ド に調査区を設定した。調査区の設定面積は、約

22× 6m(約 130ぽ )である。調査は、盛土及び直下の1層 (旧水田耕作土)下部までを重機で除去し、そこから

人力により調査を開始した。調査区内には土層観察及び排水のための側溝を設けている。

調査は、5層上面までは調査区全面の精査を行ない、 6～ 8層上面までは調査区を約17× 4mに縮小して遺構の

確認調査を実施した。以下、 9～ 10層 までは11× 3m、 H～ 12層 までは9× 3mの調査区を設定し、13層 以下は、

6× 2mの試掘区を設けて18層 上面まで掘 り下げた。

一

/f一

(

――/D

評

′亨が
,‐二

第28図 調査区位置図 (1/3000)

/
,/

第29図 土地区画整理以前の状況 (1/3000)
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遺構の測量は、杭A・ Bの ラインを基準 として実施 した。測

量基準線をW-0-Eと し、北および西方向に lm間隔の距離

数で表すこととし、調査区内における各遺構等の位置関係 を示

した (第 31図 )。

基準点A(W-0-E・ N-0)

基準点B(W-0-EoN-6)

その後、基準杭の平面直角座標系 Xにおける座標値 を計測す

るための測量を行ない、遺跡内の正確な位置を把握 している。

基準点A:X=-197.9 8 2 1km

Y三 十 3。  1 8 7 7km

基準点BIX=-197. 9 7 6 4km

Y三 十3. 1 8 7km

3.基本層序

今回の調査では、盛土下に大別 18層 、細別では23層が確認 さ

れた。標高約9.8mの 18層 が砂礫層 となっている (第30図 )。

現代の ものを除 く水田土壌は、 4a。 4b層 である。また、

3,7a・ 7b層 も水田土壌の可能性がある。遺物出土層は、 2・ 4a・

らはグライ化が顕者になる層で、緑灰色を呈する。全体的な層の傾 きは、

る。

盛   土

第30図 基本層序

5。 1l b・ 12・ 13層 である。13層 以下か

南東方向へ緩やかな下 り傾斜を示 してい

なお、今回の調査区の周辺で行なわれている教塚古墳調査、富沢第22次調査、山口遺跡第 5,7。 11次調査との

基本層序の対応関係については後述する。

(総

m

キ 昂

】十

十
】

平

第31図 グリッド配置 。調査状況平面図
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第5表 基本層土層註記表

4.検出遺構 と出土遺物

1層 下約 3mの 18層 まで調査 を行なった。その結果、 4a層

で畦畔 と溝跡が、 4b層 で疑似畦畔Bが、 7a層 で酸化鉄の集

積による水田区画が検出された。

(1)4a層 上面

SDl(第 33図 )

<遺構状況 > 調査区西側 に位置 し、直線的に延びる溝で、方

向はN-1° ―Wである。幅は1.0～ 1.2m、 深さは北側が浅 く約

15cm、 南側で約26cmで ある。断面形は、舟底形である。堆積土

は2層 に分けられた。

1層 :10YR4/2 灰責褐色 粗砂

2層 : 5Y5/2 灰オリーブ褐色 砂礫

<出土遺物 > 堆積土中から、図示で きなかったが土師器の細

片が出土 している。摩減により調整等は不明である。

4a層水田跡 (第34図 )

<遺構状況 > 調査区東側で、大畦畔が 1条検出されたのみで

ある。畦畔は 3層 を若干下げた段階で検出されている。耕作域

は、畦畔の東には広がっていないと考えられる。

<畦 畔> 畦畔方向は、N-43° 一Eで、北側に向かって湾曲

しなが ら広がつている。畦畔は耕作土 と同一土壌 (4a層 )を

N6
W-21

+

十

誼
覇′-21

N-6

坪
8

125M壁生

層序 色 調 土   質 層厚 (cm) 混 入 物 水田土壌 備 考

1 オ リー ブ黒 色 5Y3/1 粘 土 質 シ ル ト 砂礫 を斑状 に含む。 ○

2 灰 黄 褐 色 10YR4/2 砂 質 シ ル ト 2～ 20 1～ 2nmの 砂粒を含む。酸化鉄を多く含む。

3 にぶい黄褐色 10YR4/3 砂 質 シ ル ト 2^ヤ 10 酸化鉄を多量に含む。 ○ 下面起伏

黒  褐  色  10YR3/1 ンル ト質 粘 土 2～ 10 酸化鉄を多量に含む。炭化物少量含む。 ○ 下面起伏

4b 黒     色  10YR2/1 ンル ト質 粘 土 4～ 12 酸化鉄を含む。φl～ 3 atの 砂粒を含む。 下面起伏

暗  褐  色 10YR3/3 砂 質 シ ル ト 3^ヤ 14 酸化鉄 を多量に含む。 φl～ 3mの砂粒 を含む。 下面起伏

5

にぶい黄褐色  10YR5/3

灰 黄 褐 色 10YR4/2

にぶい責橙色  10YR6/3

粗 砂

砂 質 シ ル ト

細 砂

30～40

酸化鉄を多量に含む。

酸化鉄 を含む。

酸化鉄を多量に含む。

互層

灰 黄 褐 色 10YR4/2 シ ル ト質 粘 土 2^-5

6b にぶ い責褐色 10YR4/3 粗 砂 2～ 6 φ2～ 5硼の砂粒を多く含む。 1～ 3 cmの 礫を含む。

黒    色  10YR2/1 泥 炭 質 粘 土 2～ 8 植物遺体を多く含む。 下面起伏

黒  褐  色  10YR3/1 粘 土 4～ 12 植物遺体を多 く含む。 下面起伏

8
黒     色 10YR1 7月

黄  灰  色 25Y4/1
泥 炭 質 粘 土 16～ 20 植物遺体を多 く含む。 互 層

9 里
ト

色 10YR1 7/1 粘 土 5^ヤ 12 植物遺体 を多 く含む。

黒    色 10YR2/1 粘 土 10～ 16 植物遺体を多く含む。 下面に弱冠の起伏

黒  褐  色 25Y3/1 粘 土 4～ 8 炭化物 植物遺体 を含む。 lo層 土 を斑状 に含む。 下面に弱冠の起伏

里
い

褐  色 25Y3/2 粘 土 12～ 18 植物遺体 を多 く含む。 下面起伏

黄  灰  色 25Y4/1 ンル ト質 粘 土 4^-12 植物遺体 を多 く含む。

13 緑  灰  色 5G5/1 ンル ト質 粘 土 植物遺体 を多 く含む。 グライ化顕著

14 緑  灰  色 5G5/1 粗 砂 2～ 14 調査区東側に部分的に堆積

緑  灰  色 5C6/1 ンル ト質 粘 土 6～ 16 植物遺体 を多 く含む。

緑  灰  色 5C6/1

オ リーブ黄色 75Y6/3
ンル ト質 粘 土 8^ヤ 20

植物遺体を含む。オリーブ黄色粘土は緑灰色粘土 に斑

状に含まれる。

17 暗 緑 灰 色 5G4/1 嗜 緑 灰 色 26^ヤ 38 暗オリーブ灰色25CY粘上を斑状 に含む。

18 砂 礫 18層 上面は標高約98m

第33図 SDl平面図・断面図



第2章 調査結果

中

第34図 4a層水田跡平面図

盛 り上げて作 られている。下端幅は1.4～ 3m以上で、耕作土上

面からの高さは、良好な部分で 8 cmを 計る。

<耕作土> 耕作土の土質はシル ト質粘土で、耕作上の厚 さは、

下面の起伏により安定 していないが、平均で 5 cm、 最大で10cm

である。下面に酸化鉄の集積層は認められない。

<水田の標高 と傾斜> 水田面の標高は、12.4m前後である。水

田面の傾斜は、南東方向に緩やかな下 り傾斜 となっている。

<出土遺物 > 畦畔上部から、図示できなかったが土師器の細

片が出土 している。摩滅により調整等は不明である。

(2)4b層 上面

疑似畦畔 B(第35図 )

<遺構状況> 4b層 上面では畦畔は検出されなかったが、4b層 を下げた段階で調査区東側で疑似畦畔Bが検出

された。疑似畦畔Bは西に振れる南北方向 (N-8° ―E)の ものと、これにはぼ直交する東西方向 (N-83° 一

E)の ものからなる。それぞれ断片的であるが、南北方向のものが 2条、東西方向のものが 1条認められた。疑似

畦畔Bの幅は、南北のものが30cm前後、東西方向のものカンocm前後あるが、遺存状態の差と考えられる。これらの

疑似畦畔Bに よって3区画以上の水田が推定されるが、区画の形状・面積を復元できるものはない。

<出土遺物> 出土遺物はない。

+
W6

弟 扇

η

聯

引押 ∵ +
0          3m

―

十
】

＋
呻 静講 十

豹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
尋

0                  3m
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第35図 4b層中検出の擬似畦畔B

第36図 フa層水田跡平面図
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(3)7a層 上面

7a層水田跡 (第 36図 )

<遺構状況> 7a層 上面では畦畔は検出されなかったが、調査区西側で酸化鉄の集積の違いによる水田跡が検出

された。推定される水田区画は、西に振れる南北方向のものと、これにほぼ直交する東西方向のものからなる。そ

れぞれ断片的であるが、南北方向のものが 2条、東西方向のものが 1条認められた。区画の幅は、南北のものが40

～80cm前後、東西方向のものが80cm前後あるが、遺存状態の差 と考えられる。これらの区画によつて 6区画以上の

水田が推定されるが、区画の形状・面積を復元できるものはない。
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阿秘Υ
】

＝
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悧
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川
州

一一中一一

ｎ
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ｗ

0         5 cn

…

0                            10帥
I

第3フ図 基本層出土遺物

9

0                      5 cm



llo 写真図版 出土層 種  別 器  種 部  位 遺存度 特 徴 備 考

l 65-1 2層 縄文土器 ? 体  部 細  片 沈線 縄文 (原 体不明)、 磨減

2 65-2 2層 縄文土器 ? 体 部 細  片 磨減

3 65-3 12層 縄文土器 ? 体  郡 細  片 磨滅

4 65-4 5層 弥生土器 体  部 細  片 斜位 LR縄文

5 65-5 5層 弥生土器 体  部 細  片 磨減

6 65-6 5層 弥生土搭 体 部 細  片 磨 減

第 2章 調査結果

第6表 基本層出土遺物観察表 (第3フ図)

7a層水田跡については、プラント・オパールが検出されず水田土壌の可能性は低いとする分析結果がでている

が、このことは水田として利用されたのがごく短期間であつたか、あるいは上層にあった水田区画の影響によって

酸化鉄の集積の違いが生まれた可能性 も考えらえる。

<出土遺物> 出土遺物はない。

(4)その他の出土遺物 (第37図 )

基本層 2・ 5,Hb。 12。 13層 から、縄文土器・弥生土器・土師器・剥片石器・礫石器などが合計27点出土 した。

これらはすべて小破片資料であり図示できるものは少なかった。第37図 1～ 3は縄文土器か弥生土器で、 4～ 6は

弥生土器である。いずれ も地文のみの体部資料で摩滅 しているものが多い。土師器は4a層から出土 しているが、

摩減 した細片で調整等は不明である。 5～ 7は、剥片を素材 として二次加工や使用痕跡のみられる石器である。

8。 9は礫石器で、 8は下端に敲打面が、 9は両面に使用痕跡 (磨面)がある。

5.富沢遺跡第 106次調査 におけるプラン ト・オパール分析

株式会社 古環境研究所

(1)は じめに

植物珪酸体は、ガラスの主成分である珪酸 (Si02)が植物の細胞内に蓄積 したものであり、植物が枯死 した後 も

微化石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。プラント・オパール (植物珪酸体)分析

は、この微化石を遺跡土壌などから検出し、その組成や量を明らかにする方法であ り、イネをはじめとするイネ科

栽培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている。

富沢遺跡第106次調査の発掘調査では、複数の層準において水田耕作層の可能性が認められた。そこで、これ ら

における稲作の可能
′
陛を検討するためにプラント・オパール分析を行 うことになった。

(2)試料

調査地点は、南壁土層断面である。分析試料は、上位 よリオリーブ黒色粘土質シル ト (1層 )、 灰黄褐色砂質シ

ル ト (2層 )、 にぶい黄褐色砂質シル ト (3層 )、 黒褐色シル ト質粘土 (4a層 )、 黒色シル ト質粘土 (4b層 )、 暗

褐色砂質シル ト (4c層 )、 にぶい黄褐色粗砂 と灰責褐色砂質シル トお よびにぶい責橙色細砂の互層 (5層 )、 黒色

泥炭質粘土 (7a層 )、 黒掲色粘土 (7b層 )、 黒掲色泥炭質粘土 と黒色泥炭質粘土および黄灰色泥災質粘上の互層

(8層 )よ り採取された計10試料である。

(3)分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)」 をもとに、次の手順で行

った。

llQ 写真図版 出土層 種  房U 長 さ mm 幅  硼 厚 さ nln 重 さ 石 質 備 考

7 65-7 5層 剥 片 40

8 65-8 12層 剥  片 頁岩

9 65-9 13層 剥  片 111 37 14 442 頁岩

65-10 1lb層 敲  石 670

65-11 1lb層 磨  石 磨面  2面
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1)試料土の絶乾 (105℃ ・24時間)

2)試料土約 lgを秤量、ガラスビーズ添加 (直径約40μ m,約 0.02g)

※電子分析天秤により1万分の lgの精度で秤量

3)電気炉灰化法による脱有機物処理

4)超音波による分散 (300W・ 42KHz。 10分間)

5)沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去、乾燥

6)封入剤 (オ イキット)中 に分散,プ レパラー ト作成

7)検鏡・計数

検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞 (葉身にのみ形成される)に由来するプラント・オパール (以下、プラン

ト・オパールと略す)を 同定の対象 とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上に

なるまで行った。これはほぼプレパラー ト1枚分の精査に相当する。

検鏡結果は、計数値を試料 lg中 のプラント・オパール個数 (試料 lgあ た りのガラスビーズ個数に、計数され

たプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗 じて求める)に換算 して示 した。また、おもな分類群につ

いては、この値 に試料の仮比重 (1.0と 仮定)と 各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重,単

位 :105g)を乗 じて、単位面積で層厚 l cmあ たりの植物体生産量を算出した。各植物の換算係数は、イネは294、

キビ族は8.40、 ヨシ属は6.31、 ウシクサ族は0.75、 ネザサ節型は0.48、 クマザサ属型は0。 75である。

(4)分析結果

同定された分類群は、イネ、キビ族、ヨシ属、ウシクサ族 (ス スキ属型 )、 タケ亜科 (ネ ザサ節型、クマザサ属

型)である。これらの分類群について定量 を行い、その結果を表 1,図 1に示 した。巻末に顕微鏡写真を示す。

(5)考察

水田跡の検証や探査 を行 う場合、仙台平野ではイネのプラント・オパールが試料 lgあた りおよそ3,000イ固以上

の密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断 している。また、プラント・オパール

密度にピークが認められれば、上層から後代のものが混入 した危険性は考えにくく、密度が基準値に満たなくても

稲作が行われていた可能性は高いと考えられる。以上のことを基準 として稲作の可能性 について検討 を行 う。

分析の結果、 1層 , 3層 , 4a層, 4b層 においてイネのプラント・オパ=ルが検出された。したがって、これ

らの層については稲作跡である可能性が考えられる。このうち、 1層 ではプラント・オパール密度が7,800個/gと

非常に高い値である。これについては、最近の水田耕作に由来するものであろう。 3層では、プラント・オパール

密度カン,300個 /gと 高い値であり、明瞭なピークが認められる (図 1参照)。 したがって、当該層については水田耕

作層であつた可能性が高いと判断される。

その他の分類群では、ヨシ属が下位の 8層 , 7b層, 7a層で非常に高い密度で検出されており、 5層で一旦減

少するが 4c層で再び増加 している。よって、これらの層の堆積時は調査区一帯は湿地的環境であつたと推定され

る。なお、水田層 と考えられる4b層 , 4a層 , 3層でもヨシ属が比較的高い密度であることから、これらの時期

も水田の周辺は湿地あるいはそれに近い環境が存在 していたとみられる。また、水田雑草 としてヨシが生育 してい

たことも考えられる。ヨシ属以外に、ウシクサ族 (ス スキ属 )、 ネザサ節やクマザサ属が全体をとお して検出され

ていることから、調査区や周辺にこれらの植物が生育 していたことがうかがえる。

以上のように、本遺跡では8層 より7a層 にかけての時期は湿地的環境であり、5層 の堆積を挟んで4ё 層では

再び湿地化したとみられる。そして、4b層 の時期にこの湿地を拓いて水田が造成され、稲作が開始されたと考え

られる。稲作は2層 の堆積によつて中断されるものの、1層 までほぼ断続的に営まれたとみられる。
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(6)まとめ

富沢遺跡第106次調査においてプラント・オパール分析を行い、稲作の可能性について検討を行った。その結果、

下位 より4b層 , 4a層 , 3層そして 1層 よリイネのプラント・オパールが検出されたことより、これらの層が水

田耕作層であつた可能性が認められた。とくに、 3層 ではその可能性が高いと判断された。
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表 1 仙台市、富沢遺跡第 106次調査のプラン ト・オパール分析結果
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||11■ⅢⅢI■■■|―||
5 タケ亜科 (ネザサ節型) 3層

2 イ ネ

4 ウシクサ族 (ススキ属) 4b層

|■■|■|■1■■|||■■■|
6 タケ亜科 (ク マザサ属型) 4a層

100 μ m

3ヨ シ 属

許

50

プラン ト オパール顕微鏡写真
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6.遺橋の所属年代とまとめ

① 検出遺構としては、溝跡1基、4a層 。4b層 ・7a層 の3期 の水田跡が検出された。また、水田土壌の可能

性のある層としては、3層があげられる。

② 4a層上面検出のSDlは、小規模な溝跡で自然流路跡と考えられる。

③ 検出された水田跡の所属年代については、出土遺物が数量的に乏しいことから、出土遺物からの年代決定は難

しいが、4a層 中から土師器が出土していることと、周辺の調査区との基本層序の対応関係などから以下のよう

な所属年代が想定される。

3層水田跡―古代～近世

4a層 水田跡―平安時代

4b層水田跡―平安時代

7a層水田跡―弥生時代後期

7a層 については、分析結果か ら

プラン ト・オパールは検 出 されず、

湿地的環境であつたと推定 されてい

る。北側に隣接する教塚古墳の調査で

は7層から弥生時代後期の水田跡が検出されており、基本層序に対応関係が考えられることから、この時期に湿

地の一部を利用して水田が作られたことも考えられる (第 38図 )。

④ 基本層と周辺の調査区との対応関係については、次のようなことが考えられる。

4a層 ―山口遺跡第 5・ 7次調査 4 att。 106次調査区の東側で行なわれた山口遺跡第 5次調査では、北側に

水路を伴う畦畔を検出し、 7次調査でもこの水路の延長部分を検出している。水路によつて耕作域と非耕作域に

分かれている。ともに出土遺物が無く、所属年代は不明とされている。

5層 (砂層)一 山口 5・ 7次調査 6層。教塚古墳調査 5層 (墳丘基底面)。

7層 ―教塚古墳調査 7層。 7m間隔の畦畔状遺構 6条 と溝跡 2条や、水口と考えられる施設を検出し、時期に

ついては弥生時代後期の水田跡とされている。

南西側で行なわれている富沢遺跡第22次調査では、3a層上面水田跡から畦畔 2条が検出され、灰白火山灰が

市教委調査 トレンチ

106次 調査区

(1/600)

卜も

0                    2m

第38図  水田跡断面図・プラントオパールサンプル採取位置

」

■

ヽ

1986年

理蔵文化財発掘調査研究所調査区

第39図  教塚古墳と106次調査区



第 3節 富沢遺跡第106次調査

混じることから平安時代の水田跡とされている。今回の4a層水田跡との対応関係も考えられるが、比高差にし

て約80cmほ ど4a層面のほうが低くなっている。22次調査ではほかに、 5・ 9層の水田土壌の可能性が指摘され

てい る。

⑤ 北側に隣接していた教塚古墳は、昭和60年 (1985)に仙台市教育委員会による範囲確認のためのトレンチ調査

が行なわれ、翌年宅地造成に伴う発掘調査が遺跡調査国によって行なわれている (第39図 )。 耕作による削平の

ため主体部・周溝とも発見されなかったが、残存する墳丘から直径20m以上、高さlm以上の規模で、埴輪をも

つ二段築成の円墳と考えられた。出土した円筒埴輪片や朝顔形埴輪片は、周辺の古墳から出土する埴輪と同系列

と考えられるものを多く含む。周辺の埴輪を伴う古墳が5世紀後半から6世紀前半に収まるものと考えられてお

り、5世紀末を中心とした年代が考えられている。

墳丘は砂の堆積をその基底面として利用しており、これが今回の5層 に対応すると考えられるが、比高差にして

約80clnほ ど今回の5層面のほうが低くなっている。また、南西側で行なわれている第22次調査区とも同様の比高

差が考えられることから、今回の調査区は周辺に比べて若干低い地形であつたことが考えられる。

れ室男U

出 土 層

縄 文 土 器

弥 生 土 器
弥 生 土 器

上  自市 器
成 形 不 明

剥 片 石 器 礫 石 器 合 計

2)吾 2

4J詈水 田 跡 2 1 3

SDl 2 3

4b渠雪/kEttL小 4

5'吾 3 1

1lb層 1 2 3

12'冒 l 5 6

13)膏 1 1

合 計 3 3 8 l l 2 27

第フ表 出土遺物集計表
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写真48
4attSD]完掘状況 (南から)

写真49
4a層畦畔確認状況 (束から)

写真50
4層陸畔完掘状況 (東から)
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写真5]
4b層擬似畦畔検出状況 (東から)

写真52
7層上面水田区画検出状況

(西から)

写真53
作業風景
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写真54 南壁断面① (1～ 13層 )

4a層上面陸畔部分

|                   ■

写真58 南壁断面⑤ (1～ 13層 )

写真55 南壁断面② (1～ 13層 )

(東から西へ移動)

「  ■4■ Ⅲ■■‐  _. ●■
―
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写真57 南壁断面④ (1～ 13層 )写真56 南壁断面③ (1～ 13層 )

写真59 南壁断面 (13～ 1フ層)
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東壁断面 (1～ 1la層 )

「||■■|― ―■||― ―●1■|■  |

南壁断面 (1～ 1フ層 )

写真62 東壁断面 (1la～ 13層 ) 写真63 東壁断面 (12～ 1フ層)

写真64
調査の最終状況 (西から)
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写真65 出土遺物



【発掘調査参加者】

安達 訓仁

小松千代子

蓮沼 英子

小野つや子

赤川 千広

泉 美恵子

高橋 美香

佐藤リキ子

山並 明夫

鈴木 峰子

青山 諒子

境  一美

畠中真知子

千田タイ子

壱岐 豊子

宮嶋  都

三浦たか子

三浦 市子

村田 健三

千葉 恭子

伊藤 征子

島津 レチ子

森 ミヨノ

菅田みき子

板橋  実

渡辺イチ子

山田やす子

横山美智子

関口 国生

板橋 礼子

伊藤 房江

庄子かつえ

山寺 文司

小林 斎美

横山美代子

桜井 芳子

永野 泰治

根岸 ゆみ

渡辺 純子

秋葉 泰徳

伊藤 雅子

菅原  弘

鐘水 芳子

菅田わくり

封馬 悦子

日下 啓子

佐藤 愛子

鈴木美代子

相沢  守

中里 とわ子

板橋 栄子

高橋 勝栄

横尾由記子

相沢かほる

蓮沼 秀子

熊沢  とも

佐藤ゆう子

水戸  智

伊藤美代子

岩井 レイ子

富田  是

斎藤由美子

鈴木よしゑ

植野美登子

菅井 民子

佐藤よし子

佐藤 久栄

佐々木瑞枝

渡辺 誠 1985

渡辺 誠 1987

佐藤甲二 1989

佐藤甲二 1989

佐藤甲二 1990

佐藤甲二 1990

佐藤 淳 1991

平間亮輔 1991

渡部弘美 1992
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富沢遺跡
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水田跡 古代 水田跡 (古代 ) 土師器・弥生土器・縄

文土器・石器・礫石器
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